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産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造

I

尾

崎

1

 

'研
究
の
目
的

!

般
に
経
済
成
長
の
速
い
.国
で
は
、
経
験
的
に
急
速
な
経
済
構
造
の
変
化
を
必
ず
伴
う
故
に
、
成
長
に
関
す
る
実
証
的
研
究
は
、
'経
済
構
造
の 

変
化
の
研
究
を
必
然
化
す
る
。
こ
こ
に
経
済
構
造
の
変
化
と
は
、
産
業
構
造
の
変
化
、
就
業
清
造
の
変
化
、
賃
金
物
価
構
造
の
変
化
を
総
称
す
る 

も
の
で
あ
る
が
、
本
研
梵
は
こ
れ
ら
諸
構
造
の
変
化
の
基
底
に
、
技
術
構
造
の
変
化
が
基
本
的
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
産
業
毎
の
投
入
I

産 

出
の
技
術
構
造
の
差
異
を
量
的
に
摘
出
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
^

以
上
の
よ
う
な
視
点
は
、
幾
つ
か
の
方
法
論
的
特
徴
を
内
包
じ
て
い
る
。
第
一
に
、実
証
的
分
析
に
関
す
る
限
り
、投
入
I

産
出
の
技
術
的
関
係 

を
記
述
す
る
も
め
と
し
て
、
伝
統
的
な
.マ
ク
ロ
的
生
産
.函
教
に
よ
る
分
析
の
有
効
性
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
、

R

 

•

ソ
ロ
I

 

の
論
文「Technical progress a

n
d

 the aggregate.production function 」
〈

ニ

九

五

七

)

に
.よ
っ
て
、
端
的
に
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、，
 

1
9
0
T
1
9
4
9

に
わ
た
る
長
期
経
済
成
長
分
析
に
於
て
、
伝
統
的
な
生
産
函
数
に
基
づ
く
、

ア
メ
リ
ヵ
経
済
成
長
の
説
明
要
因
と
し
て
、
経
済
変 

数
と
し
て
最
も
重
要
な
る
資
本
蓄
積
め
果
た
す
役
割
は
僅
か
に
に
充
た
な
か
っ
た
。
逆
に
非
経
済
的
変
数
と
し
て
、
導
入
さ
れ
る
残
余
項
と 

し
て
の
技
術
変
化
項
の
寄
与
率
がg

%
以
上
を
占
め
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
伝
統
的
な
ア
プ
口 
I

チ
の
非
有
効
性 

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
|̂
造 

)
(

ニ
六
-三)



.ニ 

(

ニ
六
0)

を
一
ホ
す
も
め
に
'

他
な
ら
な
い
。
こ
の
研
究
.

か
'

ら
の
反
省
は
、
ぎ
底
揉
術
変
化
の
経
済
学
に
対
す
る
分
析
手
段
の
貪
困
と
.い
う
認
識
を
を
む
と
同
時 

に
、
そ
の
後
の
研
究
と
し
て
.

技
術
.

跃
化
を
.

伴
う
成
長
に
対
し
、
次
の

1
1
.

つ
の
方
向
に
発
展
し
づ
つ
あ
か
。.
，，r

つ
は
、
技
術
変
化
の
要
因
分
析
と
し 

て
、
J

.

B

.

ク
ラ
I

ク
流
の
マ
ダ
ロ
的
資
本
概
念
に
代
り
、
新
し
い
資
本
理
論
を
再
構
築
.

も
よ
う
と
す
る
立
場

(
n
e
o
-
n
e
o
-
c
l
a
s
s
i
c
a
l

 

s
c
h
o
o
l

と
呼
ぱ 

れ
，
あ
る
い
は
そ
の
主
流
と
し
てh

e
t
e
r
o

化n
e
o
n
s

 

c
a
p
i
t
a
l

の
考
え
を
と
る
立
場)

.

や
あ
り
、
他
は

m
a
c
r
?
a
n
a
l
y
s
i
s

の
服
界
に
対
す
る
反
省
で
あ
っ
て
、
 

技
術
变
化
を
、
さ

ら

に
d
i
s
a
g
g
r
e
g
a
t
e

さ
れ
た
多
部
門
分
析
に
よ
ゥ
'

て
、
よ
り
具
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
.

方
向
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
研 

究
は
後
者
の
立
場
と
.

基
'

本
と
す
.

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
資
本
理
論
と
し
て
の
、

' 

あ
る
い
は
生
産
函
数
諭
と
し
て
め
理
論
的
学
説
史
が
意
味
つ
.け
は 

す

で

に

論

文

'

に
お
い
て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

'

,技
，術
変
化
を
甚
底
に
す
る
経
済
構
造
変
化
の
本
質
を
、
産
業
別
技
術
の
差
異 

と
，
そ
の
不
比
例
的
変
動
と
に
.

よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
.

で
あ
る
。

(

f
 )

，.
こ
の
研i

九
は
産
業
撒
造
疲
化
め
実
証
的
分
析
に
対
し
産
業
連
関
分
析
の
適
用
が
最
も
有
効
な
接
近
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ
.の
投
入
係
数
行
列 

の
変
化
と
そ
の
大
き
さ
を
経
験
的
に
確
認
し
よ
う
と
す
る
一
速
の
計
測
結
果
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
：1
7
?
^
5
^

が
厳
密
に
商
品
へ
I 

ス
デ
I

タ
の
利
用
こ.よ
る
コ
ン
ト
ロ 
I

ル
さ
れ
た
実
験
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
論
文
で
は
、
そ
れ
ら
諸
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
が
製
造
エ
業
全
産
業 

(

三
衍
分
類)

に
対
し
ど
こ
ま
で
有
効
に
適
用
さ
れ
得
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
の
展
開
は
慶
応
大
学
商
学
部
黒
旧
昌
裕
氏
、
産
業
研
究
雪
掛
晚 

と
の
兆
同
研
究
の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
誤
露
は
筆
者
の
貴
任
で
あ
る
。

本
研
究
の
一
部
は
、
昭
和
四
十
ニ
年
十
月
日
本
計
量
経
済
学
会(
中
央
大
学)

に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
際
一
ッ
橋
大
学
宮
沢
健
一
氏
よ
り
多
く
の
有 

益
な
助
言
と
批
判
を
頂
い
た
。
ま
た
、
産
業
研
究
所
常
木
英
子
氏
、
加
納
美
枝
氏
に
は
評
測
結
果
の
整
理
に
開
し
て
多
大
の
労
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
こ
れ
ら
の 

方
々
に
深
い
謝
意
を
表
す
る
。

S

2

-
レ
オ
ン
一
ア
ィH

フ「

ア
メ
リ
カ
経
済
の
構
造」

の
初
版
以
来
、
約
三
0
余
年
を
経
た
今
日
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
’
イ
ギ
リ
ス
、
オ
I
ス
ト
ラ 

リ
ア
、

ニ
ュ
I

ジ
I

ラ
ン
ド
、
E

E
G諾
国
等
自
由
圏
工
業
®
は
も
と
よ
り
、
ソ
連
、
東
欧諸

！！

の
一
部
や
、
南
米
諸
国
、
イ
ン
ド
、
バ
キ
ス
タ
ン
、
台
湾
、
 

特
国
、
ア
フ
リ
カ
S

の
一
部
の
8

、
社
会
体
制
の
異
る
請
国
や
、
工
業
化
段
階
の
興
る
国
に
お
い
て
I

そ
れ
ぞ
れ
作
成G

方
法
や
精
確
度
は
異
る
に
せ 

よ
、——

各
国
侮
に
、
産
業
速
関
表
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
、
日
本
や
オ
ラ
ン
ダ
等
で
は
、
そ
の
作
成
年
次
がS

数
年
に
わ
た
り
長
期
比
較
が
可 

化b
•な
一
速
の
速5^

串
を
有
し
て
い
る
。
今
後
、
数
年
の
う
ち
に
は
、
多
く
の
国
に
お
い
て
も
、
時
点
比
較
の
可
能
な
表
が
次
第
に
多
く
作
ら
れ
て
行
く
状
況
に

し

?
、の
"
う̂
に
経
济
構
造
変
化
の
経
験
的
研
究
S

史
は
き
ゎ
め
5

く
、
漸
く
近
年
に
ぉ
い
てH

業
化
さ
れ
た
国
と
、
朱
だH

業
化
さ
れ
な
い0

1

の 

ぁ
i

t

 

I
国
の
長
期
に
わ
た
る
構
造
変
化
の
研
究
が
可
能
と
な
り
、
各
国
大
学
•
研
究
所
や
、
国
連
を
中
心
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

(

^
2
3

)

論
文〔

1〕
「

躲
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
イH

フ
投
入
係
数
の
変
化」

三
旧
学
会
雑
誌
五
九
卷
九
号
。

.

第
二
に
以
上
の
立
場
は
、

マ
ク
ロ
的
分
析
に
よ
る
接
近
よ
り
は
、
多
部
門
的
分
析
に
よ
る
分
新
の
経
験
的
有
効
性
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
る 

力
こ
れ
は
経
済
理
論
が
に
は
ヮ
ル
ラ
ス
流
の
一
般
均
衡
体
系
の
動
学
化
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
し
か
る
に
、

一
般
均
衡
体
系
の
経
験
的
適
用 

と
し
て
の
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ

•
モ
テ
ル
に
お
い
て
は
そ
の
第
一
次
近
似
と
し
て
、
技
術
係
数(

あ
る
い
は
投
入
係
数〕

一
定
の
仮
定
を
と
ら
ざ
る 

を
得
な
か
っ
た
。
技
術
係
数
を
i

と
す
る
限
り
、
経
済
の
不
比
例
的
成
長
は
、
最
終
需
要
の
構
成
変
化
に
の
み
帰
因
す
る
よ
う
な
体
系
と
な
ら 

ざ
る
を
/ね

なV

当
然
需
要
サ
イ
ド
の
変
化
と
共
に
供
給
構
造
の
変
化
を
伴
っ
て
始
め
て
一
般
均
衡
体
系
は
完
結
す
る
訳
で
あ
る
。

後
者 

は
、
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
の
技
術
係
数
一
定
の
条
件
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
投
入
構
造
の
変
化
f

i

i

n

i

t
 

patterns)

あ
る
い
は
技
術
構
造
の
変
：
 ̂(technical c

h
i
)

.は
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化
の
態
様
を
経
験
的
に
確
定
す
る
と
い
う
こ 

と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
レ
オ
ン
チ
イ
エ
フ
投
入
係
数
行
列
を
解
釈
し
て
、
そ
の
時
点
に
、
そ
の
社
会
が
採
択
し
た
技
術
の

集
合
と
そ
の
形
態
を
表
現
し
て
い 

る
も
の
と
す
れ
は
、r

定
の
技
術
構
造
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
単
に
中
間
投
入
係
数
^
の
み
な
ら
ず
、
労
働
投
入
係
数
a"
と
そ
の
技
術
を 

ぉ
択
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
投
入
係
数
行
列
レ
？
と
、か
併
わ
せ
て
記
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

に

、
経
済
発
展
の
過
程
で
ま 

造
力
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
資
本
投
入
。ハ
タ
I

ン
の
変
化
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
労
働
投
入
の
変
化
と
共
に
、
中
間
投
入
。ハ
タ
I

ン
の
変 

化
が
合
わ
せ
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
生
産
面
数
諭
的
ァ
ブ
T

チ
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。

；
.

.

.

.

第
四
に
経
濟
発
展
の
過
程
に
お
い
て
技
術
が
変
化
す
る
と
す
れ
ば
，
そ
め
变
化
を
も
た
ら
す
た
め
の
資
本
投
入
が
必
要
と
な
る
。

.

技
術
変
化 

を
主
に
資
本
が
ま
に
体
化
さ
れ
て
い
る
物
的
資
本
財
のH

学
的
性
質
に
よ
ゥ
て
説
明
し
得
る
と
す
れ
ぱ(

l
a
l
-
e
l
i
e
d

 technical

l

i) 

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造 

三

(

ニ

六

五

)



, 

四

2
六
六)

資
本
の
運
動
I

投
資
の
配
分
一
^
が
最
大
利
潤
を
追
求
す
る
限
り
、
高
生
産
性
あ
る
い
は
単
位
当
り
費
用
の
節
減
を
も
た
ら
す
財
の
生
産
工
程 

に
.、
よ
り
多
く
の
'資
本
が
投
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
資
本
の
生
産
性
と
ゆ
一
単
位
の
追
加
資
本
投
入
が
ど
れ
だ
け
の
，co

s
t
-
s
a
v
i
n
g

を 

も
た
ら
す
か
に
よ
.っ
.て
定
義
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
商
品
の
投
入
I
産
出
関
係
に
お
け
る
技
術
的
関
係
の
工
学
的
性
質
に
大
き 

く
依
存
す
る
。

レ
オ
ン
チ
イ
ユ
ク
経
済
体
系
の
本
質
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
，
技
術
的
相
互
関
連(

各
商
品
の
投
入
i
産
出
の
技
術
的
相
互
連
関
性) 

を
目
旨
し
た
も
の
e
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
ヵ
メ
ロ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
経
済
変
動
の
現
象
面
か
ら
生
産
主
体
の
行
動
面
を
除
い
た
、
技

術
構
造
の
把
握
を
目
的
と
し
た
も
の
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
.

さ
て
上
述
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
こ
の
研
究
は
中
間
投
入
構
造
の
変
化
を
、
労
働
投
入
、
資
木
投
入
の
パ
タ
I

ン
，の
変
化
と
共
に
同
時
に

考
察
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
節
で
、
通
常
の
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
投
入
係
数
行
列
の
生
産
函
数
論
的
意
味
が
考
察
さ
れ
、
第
三
節
で
は
そ
の
変
化
の
要
因
分
析
、
第
四
節 

で
は
、
工
場
べ
I

ス
の
生
産
函
数
の
展
開
が
試
み
ら
れ
る
。
第
五
節
で
は
こ
れ
ら
の
定
式
化
を
製
造
工
業
全
産
業
に
適
用
し
た
別
結
果
と
そ
れ 

に
対
す
る
若
干
の
吟
味
を
与
え
る
。

• 

, 

, 

. 

• 

. 

.

-

ニレオンチイ

H

フ
投
入
係
数

ね

全

経

済

を

n
個
の
部
門
に
分
割
す
る
。
' 部
門
分
割
の
基
準
は
商
品
べ
I
ス
で
あ
る
。

各
投
入
係
数
は
次
式
で
定
義
さ
れ
る
。
，

. 

. 

■ 

.
.
.
.

'

こ
こ
に
x

j
第
.プ
部
門
の
商
品
の
産
出
.量

為 I 
や、}

X

第
•プ
部
門
の
商
品
産
出
に
必
要
と
さ
れ
た
第
.
.
-
部
門
品
の
投
入
量 

ら
第
プ
部
門
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
量

^

第
部
門
の
生
産
に
必
要
と
さ
れ
た
第
.*部
門
か
ら
の
資
本
財
投
入
の
蓄
積
量 

何
れ
の
変
数
も
物
量
タ
一
ム
ヤ
は
か
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
研
究
で
は
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
のclosed, l

e
i

で
使
用
さ
れ
た
固
定
消
費
係
数
に
对
す
る
考
察
を
分
析
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

通
常
レ
オ
ン
チ
ィ
エ
フ
投
入
！
M
出
t
ア
ル
で
は
’
各
産
業
で
産
出
さ
れ
た
商
品
の
投
入
-
産
出
の
産
業
i

環
構
造
と
何
等
か
の
外
生
的
変

数
の
変
化
力
与
え
る
産
業
間
波
及
の
効
果
の
測
定
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
レ
オ
ン
，ア
イ
ユ
7
投
入
係
数
行
列
は
中
間
投
人
物
の
係
数
に
関
し
て
定 

義
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

中
間
投
入
係
数
行
列
を
A
と
い
う
記
号
で
表
わ
せ
ば
、

{2) 

A

n O
n

 

®1.2 ...cilj.

Ct2i 

…
a,

だI

pil 

pff. 
..
 
-
P
S 

-
 
: pin

广 9711 

®
n
2
.
:
c
^
s
y
.
:
©
n
n 

‘

ノレ

に
つ

い

て

の
行
歹
は
全
経
済
の
中
間
投
人
構
造
を
記
述
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
任
意
-の
列
べ
夕
ト
ル
、た
と
え
ば
第
.
部
門
の
列
べ』

〔alj., 
f
,

.

.,f

.

.

は
第
.

品
一
単
位
を
生
産
す
る
に
必
要
な
各
部
門
か
ら
の
必
要
投
入
量
を
表
わ
し
て
い
る
。

さ
て
、
異
な
る
ニ
時
き
比
較
し
た
と
き
に
、
こ
の
列
べ
ク
ト
ル
F

a
ど，
.

i

.

£が
、
別
の
列
べ
ク
ト
ル
f

k

ざ

:

.

a

v

£に
変

ィ
し
ナ
と
せ
ょ
こ
の
こ
と
は
第
.

▲
門
の
商
品I

単
位
を
生
産
す
る
に
必
要
な
各
部
門
か
ら
の
投
入
量
べ
ク
ト
ル
が
ニ
つ
の
時
点
間
に
お
い

て
相
異
な
る
と
V

事
実
、
す
な
わ
ち
、
第
ゴ
部
門
の
投
入
構
造
の
変
化
を
意
味
す
る
。
.そ
れ
で
は
、何
故

こ
の
ょ
ぅ
な
必

要

投
入
量
の
構
造
に
変 

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造 

.五

0
一
六
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六

(

ニ
六
八)

生
じ
た
の
で
あ
る
か
。
い
う
ま
で
も
，な
く
、
そ
の
部
門
の
投
入
I

産
出
プ
ロ
セ
ス
に
何
等
か
め
生
産
方
法
の
変
化
が
生
じ
た
事
を
意
味
す
る 

が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
恋
化
を
、
第
ゴ
部
門
に
生
じ
た
技
術
変
化
と
総
称
す
る
こ
と
が
で
き
.る
。
か
か
る
意
味
で
の
生
産
方
法
の
変
更
は
そ
の
部 

n

で
使
用
さ
れ
て
い
る
資
本
財
-——

^機
械
設
備
装
置
等
—

■
の
技
術
的
効
率
の
変
化
が
そ
の
最
も
生
要
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
'
 

で
き
よ 

う
。
す
な
わ
ち
、
各
部
門
で
使
用
さ
れ
て
い
る
物
的
資
本
財
の
技
術
の
タ
イ
プ
が
、
新
投
資
に
よ
っ
て
別
め
技
術
的
タ
イ
プ
の
物
的
資
本
財
に
置 

き
換
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
，
必
要
投
入
量
の
変
動
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。，
通
常
、
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
体
系
に
は
資
本
の
理
論
が
欠
如
し
て
い 

る
と
し
ば
し
ば
云
わ
れ
る
が
、

' 

も
し
投
入
係
数
行
列
A

に
何
等
か
の
変
化
が
生
ず
る
限
り
、——

そ
の
経
済
社
会
に
蓄
糧
さ
れ
た
資
本
財
ス
ト
ッ 

ク
の
技
,
溝
造
が
変
化
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
-
-
投
入
係
数
行
列
A

の
変
動
自
体
は
資
本
に
体
化
さ
れ
た
技

術
構
造
の
変
化
を
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の

.以
上
の
よ
う
な
技
術
構
造
の
変
動
と
い
う
視
点
か
ら
、
レ
オ
シ
テ
イ
ユ
フ
投
入
係
数
行
列
の
性
^
^
を
分
析
す
る
立
場
を
、
こ
の
研
究
で
は 

構
造
変
化
に
対
す
る
生
産
函
数
論
的
接
近
、
あ
る
い
は
よ
り
厳
密
に
は
投
入
I

産
出
技
術
の
分
析
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
生
産
函
数
諭
的
視
点
か 

ら
レ
オ
ン
チ
イ
ユ
フ
投
入
係
数
行
列
A

の
性
格
を
分
析
す
る
と
き
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
。

S

あ
る
国
に
お
け
る
異
時
点
間
に
お
い
て
、.
果
た
し
て
、
A

行
列
の
変
化
が
観
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
異
っ
た
二
国
間
に
お
い 

て
A

行
列
に
類
似
性
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
あ
る
い
は
工
業
化
の
異
っ
た
段
階
に
応
じ
て
、
A

行
列
に
変
化
が
観
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

W

も
し
、
現
実
に
A

行
列
に
変
化
が
生
じ
、
そ
れ
，が
資
本
財——
機
械
設
備
装
置
等一

^
の
技
術
的
タ
イ
プ
の
変
動
の
結
果
で
あ
る
と
解
釈 

さ
れ
る
な
ら
ば
、
A

行
列
は
単
に
中
間
投
入
物
だ
け
に
限
ら
ず
、
労
働
投
入
係
数
も
含
め
て
、
生
産
技
術
構
造
を
ま
わ
す
も
の
に
拡
大
さ
れ
ね
ぱ 

な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、J

般
に
物
的
資
本
財
の
技
術
的
変
化
は
、
単
に
必
要
中
間
投
入
物
め
変
動
の
み
な
ら
ず
、
必
耍
労
働
投
入
量
を
も
大
き 

く

変
化
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
技
術
変
化
を
表
わ
す
投
入
構
造
の
変
動
パ
タ
ー
ン

(
c
h
a
n
g
e
s

 

i
n

 

i
n
p
u
t

 

p
a
t
t
e
r
n
s
)

 

は
,
労
働
投
入
の
恋
化
と
同
時
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
異
っ
た
技
術
を
持
つ
資
本
財
の
導
入
と
そ
の
た
め
の
必
要
資
本
量
が
分

祈
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
任
意
の
第
/
部
門
に
お
け
る
投
入
構
造
I

そ
れ
は
用
さ
れ
て
い
る
物
的
資
本
財
の
技
術
を
示
す
I

を
 

表
わ
す
技
術
係
数
ベ
ク
ト
ル
は
、
先
の
中
間
投
入
ベ
ク
ト
ル
に
労
働
投
入
係
数
a
"
を
加
え
た
f

ざ

：
l

:

.

f
 a

。 ,〕
で
表
わ
さ
れ
、

経
済
全
体
の
技
術
係
数
行
列
は
、

(
2)、 
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、
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注
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(

注
1

.
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,

な
る
さ
x

f

l

)

行
列
で
記
述
さ
れ
る
。
各
列
ベ
ク
ト
ル
は
、
も
る
時
点
に
お
け
る
、
各
部
門
で
使
用
さ
れ
た
資
本
財
の
技

術

I

示
し
て
い

る

こ
と
に
な
る
。
以
下
だ
行
列
を
中
問
投
入
係
数
行
列
A

と
区
別
し
て
、
技
術
係
数
行

列

と

ぶ

。

' 

' 

. 

.

. 

• 

-

(

注
1)

論£
"
1
,
2
,
…

，
さ
は
、生
産
労
働
者
、
事
務
'
^
労
働
者
、
あ
る
い
は
S

部
門
労
働
者
、
間
接
部
門
労
働
者
や
男
女
別
、
年
齢
別
、
そ
の
也
こ 

分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

レ
オ
ン
チ
ィ
エ
フ
のclosed m

o
d
e
l

に
お
い
て
は
、
家
計
部
門
の
導
入
に
ょ
.っ
て
，(

ミ

)

乂(

さ
+
1)

部『

の
エ
方
行
列 

に
ょ
る
モ
デ
ル
が
展
開
さ
れ
た
が
、
同
時
に
固
定
的
消
費
係
数
の
導

入

が

必

要

で

お

っ

た

。

 

-.

ガ
事
実
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
お
い
て
、
各
発
展
段
階
の
異
る
国
の
比
較
.に
お
い
て
は
、
技
術
係
数
行
列
だ
.
の
一
部
又
は
全
体
に
わ
た 

っ
て
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
、
又
、
わ
が
国
の
産
業
連
関
表
の
時
系
列
比
較
に
お
い
て
も
、
石
油
製
品
と
石
炭
製
品
の
代
替
や
、
 

耐
久
的
電
気
器H

4；

製
品
や
，1
動
車
産
業
を
-
^
心
と
す
る
関
.遮
部
門
に
お
い
て
、
i

近
に
お
い
て
は
化
学
部
門
に
お
い
て
、
投
入
係
数
の
変
化
の 

様
相
力
顕
著
に
観
察
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
工
業
化
さ
れた

！
！

の
閩
に
お
け
る
技
術
係
数
行
列
の
類
似
性〈

た
と
、展
は
i

c

諸 

国
と
ァ
メ
リ
プ
.
ヵ
ナ
ダ
等)

と

工
業
化
さ
れ
た
国
と
後
進
諸
国
と
，の
比
粒
に
お
け
る
非
類
似
性
等
が
観
察
さ
れ
、
又
、
各
国
の
長
期
的
構
造
変 

産
業
構
造
の
恋
化
と
技
術
構
造 

-

七

(

ニ
六
し)

あ



1Ii
I

A 

a

一
七o)

化
の
様
相
が
技
術
係
数
行
列
の
変
動
バ
ター

ン
の
，中
に
示
さ
れ
て
：い
る
。

(

注
2

>

わ
れ
わ
れ
の
班
究
に
関
し
て
は
現
在K

E
I
O

 

E
C
O
N
O
M
I
C

 

R
E
S
E
A
R
C
H

 

P
R

O
J

E
C

T

の
一
環
と
し
て
作
寒
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
際
比
較
や
、
 

わ
が
国
の
時
系
列
比
較
で
は
上
記
.の
ま
実
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
当
プ
ロ
ジH

ク
ト
研
究
資
料
N
P
,

1
1
,
N
o
,
1
2

を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

ア
メ
リ
ヵ
‘

に
つ
い
て
は
た
と
え
ぱ 

A
n
n
e

 

C
a
r
t
e
r

 

** C
h
a
n
g
e
s

 in 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

E
c
o
n
o
m
y
.
:

 

R
,
E
.
S
.

 

1967 

に
い
て
、

1947, 

1958, 

1962 

の
技
術
変 

化
の
様
相
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
？

.
 

.
 

以
上
の
：よ
う
に
、
'経
済
発
展
の
段
階
に
お
い
て
、‘(

相
当
長
期
的
視
点
.に
.立
て
ぱ
> 

技
術
係
数
行
列
の
変
化
が
経
験
的
事
実
と
し
て
観
察
さ
.れ
る
な 

ら
ば
、
レ
オ
ン
チ
イ
エ
フ
技
術
係
数
の
変
化
は
生
産
函
数
論
的
に
ど
の
よ
う
に
’
説
明
さ
れ
，
か
つ
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
研
究
及
び 

こ
れ
ま
で
の
研
究
！：I〕

【

n〕

の
.分
析
内
容
は
、
か
か
る
構
造
変
化
を
経
験
的
に
検
誦
す
る
た
め
のI

連
の
計
測
結
果
か
，ら
成
っ
て
い
る
。
以
下 

の
節
に
お
い
て
、
.わ
れ
わ
れ
の
と
り
上
げ
て
来
た
生
産
函
数
論
的
分
析
の
.
内
容
が
理
論
的
に
考
察
さ
れ
る
。

三
部
門
別
レ
オ
ン
チ
イ
ユ
フ
投
入
係
数
の
変
化

n

.
部
門
別
技
術
係
数
の
安
定
性
に
つ
い
て 

I
 

周
知
の
如
く
、

あ
る
時
点
に
お
け
る
投
入
I

産
出
表
は
、
商
品
べ
I

ス〈

い
わ
ゆ
る
ァ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
べ
I

ス)

を
基
準
に
し
た
？̂
個
の
部
門 

(
s
e
c
t
o
r
s
)

分
割
の
下
に
、
商
品
の
流
れ(

c
o
m
m
o
d
i
t
y
.
A
l
l
)

が
計
算
さ
れ
る
。
次
い
で
、
各
部
門
の
産
出
量
と
そ
の
部
門
に
流
入
し
た
他
の
部 

E：

か
ら
の
投
入
量
の
比
と
し
て
，

が
計
算
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
投
入
係
数
行
列
表
が
作
成
さ
れ
る
。

こ
，の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
レ
オ
ン
テ
イ
ェ
フ
投
入
係
数
の
安
定
性
を
生
産
函
数
論
的
に
考
察
す
る
と
き
、
通
常
次
の
三
.点
に
分
解
し
て
考
察
す

る
の
が
適
当
で
あ
る
。
投
入
I

産
出
関
係
が
基
本
的
に
は
商
品
べ
I

ス
で
は
か
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
，

S

一
定
の
産
出
量
規
模
に
対
し
、
各
生
産
要
素
間
に
代
替
性
が
見
ら
れ
る
か
否
か
。

(factor-substituta 
び ility)

.$

産
出
量
規
模
の
欽
化
に
対
し
、
収
益
不
変
の
条
件
が
充
さ
れ
る
か
否
か
。

(constant i-etums to scak).

w

他
の
条
件
を
一
定
に
し
て
、
な
お
時
間
に
对
し
各
投
入
係
数
が
シ
フ
ト
す
る
か
不I

か
。

(technical change)

の
代
替
性
の
有
無
は
要
素
相
対
価
格
の
変
動
に
対
す
る
投
入
係
数
の
変
化
の
可
能
性
に
関
係
し
、；g

は
規
模
の
経
済
性
に
よ
る
投
入
係
数
の 

变
化
の
可
能
性
に
関
係
す
る
い
は
以
外
の
要
因
に
よ
つ
て
起
る
生
産
係
数
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。
レ
オ
\
テ
ィ
フ
は
商
品
べ

-

ス
リ
タ
ん 

I

産
出
関
係
に
固
定
係
数
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
てS

の
生
産
要
素
の
非
代
替
性
とS

の
収
益
不
変
の
両
方
を
同
時
に
仮
定
し
た
。
し
か
し
、
 

そ
れ
ら
は
単
に
あ
る
時
点
の
各
部
門
投
入
量
を
そ
の
産
出
量
水
準
で
"
で
割
っ
た
値
に
過
ぎ
ず
、
各
値
の
安
定
性
が
統
計
的
あ
る
い
は
経
験 

的
に
確
認
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
あ
ら
た
め
て
統
計
的
に
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

に
関
し
て
云
え
ば
、
部
門
内
に
お
け
る
各
生
産
主
体
の
技
術
的
同
質
性
が
暗
黙
裡
に
仮
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
の 

事
情
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
た
め
に
次
の
よ
う
な
実
験
模
型
を
考
え
て
み
よ
う
。
最
初
に
W
の
規
模
の
経
済
性
の
検
証
に
着
目
し
て
、
次
の
よ
う 

な
最
も
簡
単
な
形
の
生
産
面
数
を
設
定
し
て
み
る
。

.
M
%
=
F
(
5

 or 

J

 
s

i

(3) 

.
 L

o
y
n
G
c
x
y

 or 

(
X
V

 

§
 

,

,K® 、=H(xo,.) 

or 

(

X
O
J
.

)

S
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Ii
l i：

一
 

o (

ニ
七
ニ)

こ
こ
に
.
で

：

第
ゴ
部
門
の
総
産
出
量

産
出
の
た
め
に
必
要
な
第
.-V

部
門
へ
の
第
.}番
目
の
原
材
料
投
入
量 

やi

 =

 l
,
2,

.
:
:;》n

 

め
産
出
の
た
め
に
必
要
な
第
.
ソ
部
門
へ
の
労
働
投
入
量.

め
め
産
出
の
た
め
に
必
要
な
第
.
部
門
へ
の
資
本
投
入
量

もし、統
計
的
に
が
確
認
さ
れ
る
な
ち
ぱ
、
そのとき、
レオンティエフ投入扁数行列の一定性は保証されたこ 

と
に
な
る
。(

M
V
=
?
v
x
o
,
.
,

 

L
%
=
a
o
i
x
o
,
.
,
K
O
,
.
=
6
,
.
x
o

し
し
か
し
、
も
し
、13.

ぶ
，
ひoj 

o
r

 

F

の
何
れ
か
あ
る
い
は
そ
の
す
べ
て
が
1
以
外
の 

値
を
と
れ
ば
、
収
益
不
変
の
仮
定
は
棄
却
さ
れ
、
改
め
て
、
.規
模
の
経
済
性
あ
る
い
は
、
，非
経
済
性
の
も
つ
意
味
と
そ
の
効
果
が
検
討
さ
れ
ね
ば 

な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
は
明
ら
か
に
、

l
i
,
>
nが、
で
定
義
さ
れ
る
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
は
で
"
の
变
化
に
応
じ
て 

変
化
す
る
ヤ
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
W
の
要
素
代
替
に
つ
い
て
は
で
の
規
模
変
化
を
通
じ
て
の
み
、

IA., ,
K
。，.

間
の
代
替
と
い
う
現
象
が
生
じ 

る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
てS

の
よ
う
な
形
の
生
産
因
数
は
一
般
にfactor-limitational production 

f
u
n
c
t
i
o
n

の
名
で
呼
ぱ
れ
て
い
る
.が
"
別 

に
"Semi-factor-substitutable 

production 

function 

と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、S

式
の
方
程
式
体
系
を
も
と
に
し
て
統
計
的
にconstant 

returns,to. s
c
a
l
e

の
仮
定
が
棄
却
さ
れ
た
場
合
、

一
体
規
模
と
は
具
体 

的
に
何
の
規
模
を
指
す
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
伝
統
的
な
生
産
函
数
論
で
は
殆
ん
ど
の
場
合
一
次
同
次
の
生
産
函
数(

収
益
不
変)

を
仮
定
し
て 

き
た
か
ら
、
と
の
間
題
は
自
動
的
に
回
避
さ
れ
た
。
即
.ち
規
模
が
.ma

c
h
i
n
e

の
規
模
で
あ
ろ
う
と
、
工
場
規
模
、
企
業
規
模
、
あ
る
い
は
、
産 

業
規
模
で
あ
っ
て
も
収
益
不
変
の
仮
定
は
常
にa

g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

の
問
題
を
回
避
し
得
た
の
で
あ
る
。
事

突constant 

returns 

to 

s
c
a
l
e

の
仮 

定
は
各
産
業
内
に
お
け
る
産
出
量
の
各
企
業
へ
の
配
分
の
決
定
3
す
な
わ
ち
企
業
規
模
又
は
工
場
規
模
の
決
定
と
い
う
厄
介
な
問
題
を
回
避
す
る 

こ
と
が
で
き
る
の
で
も
，る
。 

;

力

工

場

規

模(plant-scale)

の
概
念
の
導
入

さ
て
、
投
入
係
数
に
関
す
る
収
益
不
変
の
仮
定
が
統
計
的
に
棄
却
さ
れ
た
場
合
、
規
模
の
経
済
性
又
は
非
経
济
性
が
、
実
際
に
、
投
入
I

産
ガ 

の
フU

セ
ス
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
規
模
の
変
化
に
基
づ
く
技
術
の
変
化
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
概
念
に
対
し
て
測
定
さ
れ 

る
こ
と
が
、
分
析
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
研
究
で
は
規
模
の
経
济
性
の
有
無
の
検
定
と
い
う
問
題
に
対
し
、
一
つ
に
は
後
述
のheterogeneous c

a
p
i
t
a
l

と
い
う
資
本
理
論
の
視
点 

か
ら
、
二
つ
に
ぱ
、
実
際
の
：

iE

測
上
、
個
別
事
業
所
べ
‘.
1ス
の
デ
I
タ
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
規
模
の
慨
念
に
をant- 

scale 

(

工
場
規
模)

を
対
応
せ
し
め
た
。

即
ち
、
，物
的
な
資
本
財
の
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
各
産
業
内
の
個
別
工
場(

事
業
所)

を

s
a
m
p
l
e

 

p
o
i
n
t

に
と
る
。
そ
こ
でS

式
は
よ
り
厳
密
に
は
次
の
よ
う
に
書
き
改
め
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

,
MなS

=
F

もx
/
£
)

 

or 

M

な

ぺ

(4) 

or 

r
.
s J

<

x

/

5

)

s
 

,
K
/
£
=
H
/
x
/
3

 

or

か
 i

=
l
,
2
,
…

…
"
n

 

k

 
り

1
,
2
,…

…， m
s
"

 

 ̂

 ̂

s
 
s
 
^

こ
こ
に
み
第
ゴ
部
門
第
ん
番
目
工
場
の
生
.産

capacity

の 

2?

 ̂

を
産
出
す
る
に
必
要
な
第
i
番
目
原
材
料
投
入
量

<
^
J第
.ク
部
門
第
*
番̂
目
工
場
を
正
常
にo

p
e
r
a
t
e

す
る
に
必
要
な
労
働
量

が

第

.ッ
部
門
第
ん
番
目
工
場
の
資
本
価
値

従
っ
て
、
各
部
門
毎
の
通
常
の
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
に
関
す
るa

g
g
r
e
g
a
t
e

 

v
a
r
i
a
b
l
e

と
各
工
場
べI

ス
の
恋
数
の
問
に
は
次
の
式
が
あ
立
つ
。

産
菜
構
造
の
変
化
と
技
術
橋
造 

一
一

(

ニ
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(

ニ
七
.四)

第
.
-
-部
門
に
関
し
て
、
工
場
の
規
模
別
分
布
を
X

X

S)

で
あ
ら
わ
す
と

cn

3 
0.

)
f
x
o
,
=
w
x
/
£
/
M
:
x
,
3
.

 

'

k
u
lm

s
:
M
。

な=
M
F

シ

x
^
%
.
(
x

/
3

.
1 

ハ
 

さ
s

一
 L

0
,
=

 s
p
.
p
.
s
)
/
l
x
x
,
3

 

- 

s
s

.I 

K

Y

W

H

y

p

s

ざ(

x
-
s

)

故
に
通
常
の
.部

門

別

レ

オ

ン

チ

ィ

エ

プ

投

入

係

数
ダ

等
は
次
式
で
定
義
さ
れ
る
„

a>

3
S

M
o
.

P

J

P

I

 

M

-0^
. 

I

 み-ん

k
K i

l
!
p
<
x
/
3
5
s
:

か

M
X

J
S

h
A

X
/

J

w
o 

f
k

/
x

/
J

h
/

X
J

 
き
.
 

l

^

o

r

n

s

,

^

M
X
/
ょ 
x
x
/
2

)

こ
こ
に
は
各
部
門
の
平
均
投
入
量
お
ょ
び
平
均
産
出
量
で
も
る
。
もし

S

式
の
体
系
に
お
け
る
工
場
、T

ス
の
E

に
お
い 

て

I
h
j
u
p
o
j
=
p
k
j
"
'
^

が
成
立
つ
な
ら
ば
，S

.

式
に
、
 

,
M
,
,
s
=
a
,
,
(
x
,
£
)
，

k
/
5
=
#
<
x
/
3

を
ホ
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
部
門
別
レ
オ
ン
テ
イH

フ
投
入
係
数
の
規
模
に
関
す
る
安
定
性
は
統
計
的
に
保
障
さ
れ
る
。(

S

式)

コ)

f
i 
n 
B 

j, 

f
i 

ダ=

 CCkj 

ナ 

.,
w

し
か
し
、
も
し
工
場
べ
ー
ス
に
お
い
てj

3
%

J
3

i
J

3
%

l

な
ら
ば
、S

式
に
よ
っ
て
工
場
規
模(

各
産
業
毎
の
平
均
工
場
規
模
，S

の
拡
大
あ 

る
い
は
工
場
規
模
分
布
の
移
動
と
共
に
通
常
の
レ
オ
ン
チ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
は
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
関
係
は
、
次
の
図
1

、
図
2

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
労
働
投
入
函
数
を
例
.に
.と
れ
ば
、
通
常
の
レ
オ
ン
チ
ィH

フ
投
入
係
数
の
変
化 

要
因
の
説
明
に
対
し
て
、
上
述
の
よ
う
な
分
析
視
点
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
。

sca le

会

X ;

cale

m

通
常
の
，部
門
別
投
入
係
数
の
動
き
を
二
つ
の
部
分
.

に
分
解
し
、

I

方
で
工
場
規
模
を
媒
介
に
し
た
純
粋
に
工
学
的
な
各
種
投
入
函
数
を
設 

定
し
、
他
方
で
は
工
場
規
模
の
分
布
の
変
動
を
観
察
す
る
。
前
者
の
工
学
的
投
入
I

産
出
関
係
が
時
系
列
で
不
変
で
あ
っ
て
も
、
後
者
の
分
布
の 

移
動
に
ょ
っ
て
，，部
門
別
投
入
係
数
の
変
化
が
説
明
さ
れ
る
。
前
者
がH

学
的
な
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
そ
の
工
学
的
関
係
と
要
素 

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造 

ニ
ニ 

(

ニ
七
五

)



一
四(

ニ
七
六)

相
对
価
格
や
市
場
構
造
に
依
存
す
る
生
産
者
の
行
動
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
 

‘

^

工
場
規
模
が
異
る
に
つ
れ
て
、
も
し
投
入
構
造(input structure).

が
異
る
な
ら
ぱ
、H

場
規
模
の
変
化
を
通
じ
て
技
術
梢
造
の
変
化
か 

測
g
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
はcapital-embodied 

technical 

p
r
o
g
r
e
s
s

あ
る
い
はheterogeneous c

a
p
i
t
a
l

の
概
念
に
基
づ
く
異
質

的
資
本
理
論
の
再
構
成
に
つ
な
が
る
。

.

.

.

.

.
-

\ 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
:

5

貨
赂
タ
ー
ム
に
お
け
る
資
本
投
入
は
、
か
か
る
投
購
造
の
変
化
、
し
た
が
っ
て
工
場
の
技
術
的
特
性(

費
用
節
減
の
殺
度
や
生
産
性
等)

と

の
関
連
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
。(
次
節
で
資
本
投
入
函
数
が
導
入
さ
れ
る)

：.
• 

/
 

1

.

そ
こ
で
实
験
的
に
は
間
題
は
次
の
よ
ぅ
に
整
理
.さ
れ
る
，。
：.
 

/

/
 

V 

g

エ
募
べ
I

ス
の
デ
一
タ
を
用
い

(
た
は
-
工
場
ナ
シ
ス
ー
で

s
a
m
p
l
e

 

p
o
i
n
t
)

1
)

M

な

な

，

K
j

(

ぢ
 

J

f

J

 

差

. 

.

の
各
バ
ラ
メ
タa

ざ

-
F 

i
 

F
 

i
, 

F

の
値
を
推
定
し
、

ン

F
け

ド

の

1
h
y
p
o
t
h
e
s
i
s

の
検
定
を
行
ぅ
こ
.
と
。(

安
矩
性
の

検
矩) 

■
 

•:

W

も
し
、
爆
無
仮
説
がr

eject

さ
れ
る
な
ら
ぱ
そ
れ
ら
の
部
門
に
つ
い
て
、
各
パ
ラ
メ
タ
の
値
を
推
定
す
る
こ
と
。(

技
術
バ
ラ
メ
タ
の
拙
定) 

M
 

"
S
r

に
よ
り
、
技
術
的
な
投
入
画
数
の
バ
ラ
メ
タ
の
推
定
値
が
定
ま
り
，
さ
ら
に
も
し
，
をならば次に規模の変化に
 

し
あ
ず
る
通
常
の
レ

オ

ン

チ
イ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化
の
方
向
と
大
き
さ
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
際
’

通
常
の
レ
オ
ン
テ
イ
ユ
フ
投
入
係
数
の
変
化
は
、
こ
の
技
術
的
投
入
函
数
の
形
と
工
場
規
模
の
分
布
の
変
化
の
一
一
つ
に
分
離
さ
れ
る 

こ
の
工
場
規
模
の
分
布
の
変
化
、
す
な
わ
'ち
、
.部
門
ゾ
の
平
均
工
場
規
模

一

の
決
定
機
構
を
統
計
的
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ 

っ
て
レ
オ
ン
チ
イH

フ
投
入
係
数
が
変
化
す
ろ
方
向
と
大
き
さ
が
予
測
さ
れ
る
。

^

同
時
に
、
上
記S

式
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う
な
生
産
函
数
の
理
論
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
要
素
相
対
価
格
の
変
化
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
生
産
方
法

(

技
術
の
型)

が
採
択
さ
れ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
。

四

工

場

べ

-
-
ス
生
産
面
数
の
性
格

1

•
最

初

に

，

一
，
商

品
I

一
 

工

場

(
p
l
a
n
t
)

の
関
係
が
前
提
と
さ
れ
る
。

一
つ
の
事
業
所
が
多
数
商
品
を
生
産
し
て
い
る
時(

p
r
o
l
,
m
i
x
)

 

に
は
、
そ
の
事
業
所
は
そ
れ
ら
商
品
の
数
と
同
数
の
工
場
か
ら
成
立
っ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。

.

さ
.

て
純
粋
に
工
学
的
な
見
地
か
ら
は
、
た
と
え
同
一
の
商
品
を
生
産
す
る
場
合
に
も
、
種
々
異
っ
た
f

技
術
を
も
っ
た
工
場
の
設
計
が
可
能 

で
あ
ろ
ぅ
。
あ
る
商
品
の
生
産
に
関
し
、
こ
れ
ら
異
っ
た
i

技
術
を
も
つ
諸
種
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
次
の
経
濟
学
的
変
数
を
要
素
と
す
る
べ
ク
ト 

ル
に
ょ
っ
て
表
現
で
き
る
も
の
と
す
る
。

、(8) 

(
X
〜

I/
,

ぎ
プ 

…

こ
こ
に
で
第
ん
番
目
の
プ
ラ
ン
ト
の
生
産
能
力
-

L

第
"
^
番
目
の
フ
ラ
ン
ト
を
正
常
に
運
転
す
る
の
に
必
要
な
労
働
量(

m
a
n
)

^

第
ゐ
番
目
の
プ
ラ
ン
ト
で
で
を
生
産
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
第
-
I番
目
の
中
間
生
産
物
の
投
入
量(

物
量)

い=
1
,

2
,

‘
 3

の
ヘ
ク
ト
ル
は
-
^
番2

E

の
フ
ラ
ン
ト
の
技
術
的
特
性
を
記
述
し
て
い
る
と
共
に
、
も
し
：
番
目
の
プ
ラ
ン
ト
が
同
一
商
品
の
生
産
に
対
し
、
 

街
っ
た
ベ
ク
ト
ル
. 

，

S

、

(
X

シ

L

ミ
，M

ン

…
…
，

を
も
つ
な
ら
ぱ
が
番
目
の
フ
ラ
ン
ト
は
、
ゐ
番
目
の
プ
ラ
ン
ト
と
は
異
っ
た
技
術
特
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
前
者
；

g

の
べ
ク
ト 

ノ

か
手
值
式
族
盤
を
も
ゥ
た
切
肖
工
場
の
技
術
特
性
を
ま
わ
し
て
い
る
の
に
对
し
、
後
者
W

の
べ
。ク
ト
ル
は
、

.

自
働
式
高
速
度
旋
盤
を
備
え
た

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造 

ゴ

1

五
.

0

一
七
七
，

)

m



J
i

.

.

一
六(

ニ
七
八)

切
削
工
場
の
技
術
特
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
.あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
恐
ら
く
、
前
者
は
労
働
集
約
的
小
規
模
工
場
で
あ
る
の
に 

対
し
、
後
者
は
よ
り
労
働
節
約
的
大
規
模
.工
場
の
技
術
を
表
わ
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
.

次
に
、g

式
に
よ
っ
て
資
本
.の
投
入
函
数
を
義
す
る
。

K
を
プ
ラ
ン
ト
の
市
場
価
値
と
す
る
と
、

(9) 

w
=
/
(
x
,
L
,
M
l
k
2,

…
…

k

し

.
 

.

与
え
ら
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
コ
ス
ト
は
、
当
該
プ
ラ
ン
ト
の
技
術
特
性
に
の
み
依
存
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
場
合
プ
ラ 

ン
ト
な
る
概
念
は
貨
離
的
な
資
本
投
入
が
物
的
資
本
財
と
し
て
具
現
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。S

式
は
、
貨
幣
的
な
資
本
と
物
的
な
資 

本
財
の
技
術
特
性
と
の
関
係
を
示
す
式
で
あ
り
、新
設
プ
ラ
ン
ト
の
場
合
に
は
、
K
は
資
本
財
産
業
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
費
用
を
表
わ
す
◊ 

め

さ

て

、.
冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、.
設
備
の
不
分
割
性(indivisibility)

の
仮
定
を
導
入
す
る
。
加
え
て
、
与
え
ら
れ
た 

p
l
a
n
t
-
c
a
p
a
c
i
l
T

に
対
し
、
工
学
的
な
立
場
か
ら
見
て
各
種
投
入
の
必
要
量
が
一
義
的
に
定
ま
る
と
す
れ
ば
、
次
の
各
投
入
函
数
，湖

S

が
得
ら 

れ
る
。

(10) 

1
L
=
L
〈X
)

(11) 

n

,
 2

,

.

.
,さ

こ
の
仮
定
は
与
え
ら
れ
た
X

に
対
し
、
投
入
間
の
非
代
替
性
を
導
く
。
.投
入
間
の
代
替
はplant-capacity 

X
の
変
化
を
通
じ
て
め
み
生
ず 

る
。技

術
特
性
を
表
わ
す
ベ
ク
ト
ルS

式
は

(X, 

L
(
x
)
，
M
x
(
x
)
，
m
2(
x
)
，
…

…
，I

C
(
X
)
)

と
表
わ
さ
れ
，
各
種
プ
ラ
ン
ト
の
技
術
は
す
べ
て
、
X
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
資
本
投
入
面
数
も
ま
た

-(12) 

' 

’
 

と
表
わ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

S
、

れ

ゆ

の

関

係

式

が

、
通

常factor-
l
i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

f
u
n
c
t
i
o
n

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
仮
定
の
有
効
性
は
勿
諭
経
験
的
英
証
の
結
果
に
よ
っ
て
の
み
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
.れ
わ
れ
は
、
論

文「
規
模
の
経
済 

性
と
.レ
オ
シ
テ
イ
エ
フ
投
入
係
数
め
変
化」

(

産
業
P
5̂究
ぎNo. 

1
9
5.)

に
お
い
て
、

こ
れ
らf

a
c
t
o
r

 

l
i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

 

t
y
p
e

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

f
u
n
c
t
i
o
n

 

の
生
産
構
造
分
析
に
対
す
る
経
験
的
妥
当
性
を
、

一
連
の
実
験
結
果
か
ら
与
え
て
お
い
た
。

次
節
で
は
、
製
造
工
業
全
産
業
に
对
し
て
得
た
結
果
が
示
さ
れ
、
こ
の
タ
イ
プ
の
接
近
が
ど
の
程
度
有
効
で
あ
る
か
が
観
察
さ
れ
る
。

，

五
三
衍
分
類
全
産
業
に
対
す
る
計
測
結
果

 

,

1

テ
I
タ

は

一

九
六
五
年
工
業
統
表
や
あ
り
、
個
別
事
業
所
の
個
表
がs

a
m
p
l
e

 

p
o
i
n
t

を
構
成
す
る
。
工
業
統
計
表
の
調
査
項E

の 

性
格
か
ら
、
各
変
数
は
次
の
よ
う
に
と
ら
れ
た
。

^

原
材
料
使
用
額 

，

,

.

^

燃
料
動
力
使
用
額 

.

^

電力使用量

L

生
産
労
働
者
数(

月
末
平
均
常
用
労
働
者)

建

物

.

^

機
械
設
備
装
置

こ
れ
ら
の
変
数
と
各
レ
オ
ン
チ
イH

フ
投
入
係
数
は
次
の
よ
う
に
対
応
す
る
。
第
.プ
部
門
の
投
入
量
に
関
し
、

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造 

ー

ヒ〈

一
ー
ヒ
九

)



.

二

八(

ニ
<
0

)

...

B

 ̂

V
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M
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U
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^
w
o
v
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一8
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ぎ
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ニ
 

ニ
 

ニ

一一 

S
 

S

-Ml 

.
M
s

 

M
3

 

L.

あ
図
の
ょ
ぅ
な
対」

*
関̂
係
に
あ
る
。

資
本
係
数
行
列
M

に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
項
目
は
工
業
統
計
ま
に
は
皆
無
で
あ
る
。
僅
か
に
、
固
定
資
本
設
備
項
目
と
し
て
、
土 

地
、
建
物
、
機
械
数
置
、
そ
の
他
、
が
あ
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
投
入
画
数
と
し
て
、
建
物
^
!
^
と
機
械
装
置
1
の
ニ
項
目 

の
み
を
と
り
上
げ
、
資
本
投
入
函
数
を
没
し
た 

の
計
測
の
ほ
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

前
論
文
1
1

〕

で
そ
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
商
品
ぺ
ー
ス
生
産
商
数
め
形
S

S
 

M
i

 =

 a

 
一
 m

X
/

さ
原
材
料
投
入
函
数

lVl
3=

a
V
K

さ
燃
料
動
力
投
入
函
数， 

，

M
3

り，

なび電办投入函数

‘

L
=

きX

チ

労

働

投

入

函

数 

K
l

 =

 a
v
x
^
N

 

)

_ 

 ̂.
資
本
投
入
函
数 

.

U
2

"
a

;

さ

？
 

j

が
、
ょ
りa

g
g
r
e
g
a
t
e

さ
れ
た
レ
ヴ
ュ
ル
で
の
産
業
分
類
に
ど
の
程
度
適
応
し
得
る
か
の
統
計
的
検
定
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。

レ
オ
ン1

ア
ィ
ユ
フ
ホ
系
は
：

「

商
品
の
生
産
に
関
す
る
産
業
問
波
及
が
中
心
問
題
で
あ
り
、
そ
の
為
に
商
品
投
入
構
造
に
お
け
る
投
入
係
数
の

一
定
性」

に
よ
っ
て
そ
の
有
用
性
が
保
障
さ
れ
る
。

前
論
文
に
お
い
て
は1

：

式
の
体
系
に
お
い
て 

，

' 

,

.

(14) 

ポ1
,

队1,

が
，
実
験
デ
I

タ
に
関
す
る
限
り
観
察
さ
れ
た
。，
こ
の
英
驗
結
果
が
よ
り
広
範
囲
の
産
業
で
ど
の
位
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
.

原
材
料
投
入
M
は
、
商
品
投
入
に
関
す
る
変
数
で
あ
る
が
、
燃
料
動
力
；̂
、
電
力
投
入
：

i

は
中
間
投
入
に
厲
す
る
と
は
云
え
、
む
し
ろ
、
资
本 

財
の
技
術
に
深
く
関
速
す
るu

t
i
l
i
t
y

の
項
目
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
収
益
不
変
の
仮
定
を
保
障
し
難
い
。
そ
こ
で
実
験
結
果
の
.
M否
の
判
定
基 

準
は
、

.
一

あ

る

い

は

/?\\1廿
1 

に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

工
業
統
計
表
三
祈
分
類
の
全
産
業
に
対
し
、S

式
体
系
を
推
定
し
た
紹
果
が
、
巻
末
別
表
.(

2
1
®

)

，(
2
.
I
6
V
(
.
2
I
C
)

の
三
つ
の
グ
ル
I
プ
に
ま 

と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
グ
ル
ー

プ2
：

は

、

統
計
的
に
き
わ
め
て
高
い
有
意度

で
.
/
?

が
評
測
さ
れ
た
産
業
で
あ

り

、

グ
ル
I

プ
の
は
、
 

原
材
ぉ
投
入
に
咲
し
統
的
に
き
わ
め
て
低
い
相
関
を
示
し
た
が
、
あ
る
い
は
随
意
に/3 
一
 jyf=i=l

で
あ
る
よ
う
な
産
業
で
あ
っ
た
。
.グ
ル
ー
プ 

<
3

は
そ
め
ボ
に
あ
る
産
業
辟
で
あ
る
。
グ
ル
I

プS

の
産
業
群
は
、
三
衍
分
觸
を
四
格
分
類
にd

i
s
a
g
g
r
e
g
a
t
e

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

M

s
 

に
接
近
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
グ
ル
I
プ
W
の
産
業
群
は
、
む
し
ろ
産
業
細
分
化
に
よ
っ
て
結
果
を
改
良
す
る
こ
と
は
望
め
な
い
よ
う
に 

け
ぬ
え
る
こ
の
ク
ル
I

フ
で
は
商U

川
へ
I

ス
に
よ
る
接
近
.の
み
か
安
定
し
た
ぜ
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

各
グ
ル
I
プ
に
属
す
る
産
業
番
号
が
、
次
の
表
，

S

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
大
半
が
グ
ル
I

プ'
S

に
属
し
た
産
業
は
、"
ニ
析
分
類
で
は
、.
化
学
、
石
炭
石
油
、
鉄
鋼
、
非
鉄
の
四
産
業
で
あ
っ
た
。
表

川

の

(
)

の 

中
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
は
、

一
事
業
所
当
り
生
産
量
が
き
わ
め
て
大
き
い
、
近
代
数
置
工
業
的
産
業
で
あ
る
。
残
余
の

大
部 

産
業
構
造
の
変
化
と
技
術
構
造 

一

九

a
l
t
^
l
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355 (1414)

272 (98)
276 (129)

289 (150)

299 (32)

2 7 1 (6185) 

2 8 1 (2002)

185 (219)
186 (1261)

202 (162)

214 (38)

3 -d ig itの库業を示す。 産業名は卷末別表参照

( ) の中は，昭和 3 7ギ， 業所当り生産額(百万円)

Table 1

(b j 土や0.や/
(C) 不应

巧 (ト1)±ゃ0 や/
(ぐ）’不

番号は

錦
34：

34；
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6
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1
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1

(

341
344
345
346
347
348
349

機

0
械

(73) 
312) 
237) 
127)

3 6 1 (282)  
362 (247)
364 (318)
365 (1488) 
369 (353)
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3
 

3
 

3

/
v
#
f
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5
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3
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58)

银気機械器具檢送用機械
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345)

(250)
(281)

1710)
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6310)
(346)
(226)
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S
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J
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6
6
6
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(
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8
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1
1
1
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n
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376 (14)
377 (195)
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v
l
/
x
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y
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/
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*
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9

9

9
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3
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3
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3

3
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A
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i  

o

測
定
機

I

そ
の
他 

計量機一

3379)
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^
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1
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____
_

 

I 

一
 

」
S

版 

一^
?
油

皮

0
本

分
の
産
業
に
お
L

て

は

近

似

的

に

が

成

立

す

る

も

の

と

思

わ

れ

る

。

.
別

表(
2
1
a
)

 (

2
I
S (

2
I
C
)

に
ょ
れ
ば
，
多
く
の
産
業
に
お
い
て(

上
記
四
産
業
を
除
く
と
ゾ 

B

 

井1

す
^

1
.

V
 

の
傾
向
が
観
察
さ
れ
た
。
特
に
大
部
分
の
産
業
に
お
い
て
、
規
模
拡
大
に
ょる

労
働
節
約
の
傾
向
が
強
く
見

ら

れ

る

。

化
学
、
鉄
、
非
鉄
、
お
油
等
、
大
規
模
化
の
傾
向
の
強
い
産
業
に
お
い
て
は
：
原
料
投
入
I

製
品
産
出
の
関
係
は
、
各
産
業
内
.に
お
い
て
多 

様
化
を
示
し
、
そ
の
関
係
は
単
線
的
構
造
で
，は
な
い
。
こ
れ
ら
の
産
業
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
分
析
は
今
後
の
研
究
.に
譲
ら
れ
る
。

産
業
構
造
の
ま
化
と
技
術
構
造
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Table 2一 a , 1

この g ro u pに屈する度業ではすべて 

がg|-測された

原 村 料 投 入 数

M ニ

労働役入商数

L ニ cvlX び L

機械装置投入 

13ミ数
K, =  a-K"X%"

原 料  

動力!!を
m 力 n 物 1:1，り度

......-

所当り 

(百万円）

!
労 働 i付加価値 

生廣性 1生 逆 性  

(千円）j (千円）

め (NX) 39 
り 5̂  (NX)30~

fifi、 又 39
(旧) 1 W

■ ( 1 ) ,
a  M

(2)
ダM

( 3 ) , 
r  M

( 4 ) 。 (5)
( V

( 8 ) - 
め f

(9) p )
がM 1 がK

_一. 1 _
d.f.

(12) (13)
X/L

(14)
V/L

182 水 廣 众 料 品 製 造 ま 0. 78 0. 9797 0. 9430 2.19 0. 5904 0 .06
ネ* * ネネネ

0 .6267
ネネネ ネネホ

1032 39 165 39 353.9

1 8 お 料 品

183

187

野衆かん詰，果突かん詰，m  
鹿保在贷料品艘造業

バ ン ，梁 子 製 造 業

0, 60 

1.25

1.0080 

0. 9125

0. 9392 

0. 9422

2. 37 

1.00

ホキキ

0. 6092 

0. 6985

0. 07 

0 .04

0. 9299 

1 .0434

0. 6432 0. 8268

ネネネ

0. 8 ^ 2  

1 .0529

460

1679

54

40

135

160

36

58

394.3
457.0 
334.7
305.0

189 そ の 他 の 炎 料 品 製 造 業 0. 89 0. 9441 0. 8169 3. 22
ネネネ

0. 23 0. 8643
ネネネ

0. 5837
ネネ:5̂

840 25 170 47
316.4
260.7
212.8

204 メ リ ヤ ス 製 造 m 0. 40
；ネホ：̂̂

0. 9127 2. 72 0. 5752 0 .13 0. 9100 0. 6588
ネネ*

0. 9381 1014 38 144 40 416.2

2 0 繊 維 エ 業 206 綱 網 製 造 衆 0. 66 0- 9799 0. 9426 1.12 0. 6893 0. 08 0. 9855 0. 7158 0. 7662 1 .0090 157 63 108 55
239.4
272.3

' 衣 服 ， そ の 他 、 

の繊維翦品を 207 繊 維 雑 品 m 造 菜 0.48
ネネ承

0. 9348 1 .72 0. 6 ^ 1 0 .16 0. 9bS
ホネネ

0 .6397
ネネみ

195 23 95 38
2 2 4 .1 
434.8

m  く 1
209

-

そ の 他 の 繊 維 エ 業 0. 48
ネネ尔

0. 9157 4 .19
ホネ;f：

0 .13 0. 9 o S 0. 6896
ホネネ

0 .7373

_ -

0. 8966 435 39 147 42
226.8
304.1
223.5

211 外 衣 製 造 業 （和式を除く） 0. 28
ネネネ

0 .9045 4. 49 0. s s le 0. 77 0, 6261 0. 4880
ネネキ

0. 8951 636 23 92 32 567.1

2 1 衣服，その他 

の繊維製品製

造業

213

215

帽 子 翦 造 業

その他の衣服，繊維製身のま 
わり品數造業（和式を含む）

0. 32 

0. 52

ホキネ

0. 9793

0. 9474 

0. 7911

2. 89 

7. 21

0. 6 o S

承ホ*

0 .08 

0. 36

0 .8807 

0. 6788

0 .4129 

0. 6405

0,8461

ホネネ

1 .3 o S

ネネネ

12

71

23

28

110

106

43

36

280.1
148.2 
244.4
166.2 
235.0

221 製 材 ，木 製 品 製 造 業 0. 34 1 .0713 0. 9437 10.6 0. 4058 0. 97
ネネ：}:

0. 6623
ネネネ

0. 5 ^ 2 0 .8093 3174 27 144 38 331.8

2 2 木材，木穀品 

製 造 業 （家具 

を除く）

222

223

造作材，合板，建築/li組立材
料製造業

木 製 容 器 製 造 業

1.25 

0. 22

0, 9281

ネネネ

0. 9251 

0. 9611

0. 50 

5. 23

0. 7 ^ 5  

0. 5082

0. 02 

0. 26

ネネ*  

ネネネ

0. 7669

0. 9 ^ 2

ネネ*

1 .o S S

ネネ:

ネ:ネ

0 .9252

366

259

!

134 1 1 9 4  

21 1 115

56

36

341 .2
589.3 
248.9 
334.6

224 木 製 原 物 製 选 業 0, 26
ネネ

0. 9546 1 1 .13
ネネネ

0 .16
ネネネ ネネ*

0. 6608
ネネネ

22 9 72

1

23
338.0 
72 .3  

174. 5



% - 働 

生鹿性 

(千円）

'(13)
X/L

97

118

72

91

120

238

167

171

142

109

263

390

308

96

179

付加価値05) 
生 廣 性 !

(H)

V/L

44

34

36

47

71

57

49

50

91

143

65

36

65

(NX) 39 
(NX) 30

X  39
(千円）P6)

428.5
357.8

598.7
526.9
295.8 
287.1 
502. 9
313.3 
509.7
342.3

610.0 
520. 9
386.4
298.3
704.6
374.0
769.9
381.3

509.3
300.6

351.9
586.6

250.0
182.6
171.0
209 .1

279.3
119.5
556.4 
323.0

(W力 FI)
III) (12)-— 

d. f. X

395

1089 

13 

202 

102

200 

202 

928 

204

868

374

12 

137

155

9

この g ro u pに属する産業ではすべて 

が計測された

原 材 料 投 入 函 数 労働投入函数 

L = « lX^l

機械装置投入 

函数

K2=a-K^XV

原 料  

動 :m
m 力 m 物

川 め ，
(2)

(Tm
( 3 ) , 

7  m
(5)

が!’ (6ム
(7)

がK
(8)

がM
(9)

(3hi
(10)

がK

22 木材，木製品
製造業

229 そ の 他 の 木 製 品 製 造 業 0.16
ネホ

0. 9190 17.07
ネネネ

0 .3820 1 .15 0. 6550
ネネホ

0. 4568
ネネ承

231 家 具 製 造 業 0. 55 0. 9893 0. 9198 2.15 0 .6184 0. 29
ネネ：}：

0. 6227
ネネネ

0. 8940

23 家具，装備品
232 宗 教  >1) 興 艘 造 業 0. 50 0. 9916 0. 9352 7. 53 0. 5059 0. 48

ネ 林

0 .1915 0. 4970 0 . 1564

製造業 233 延 具 製 造 業 0. 56 0 .9909 0. 9026 6. 65
ネネネ

0.71 0 .6848
ネネネ ネ林

0. 5603 0. 7 5 S

239 その他の家具，装f f 品製造業 0 .42
ネネネ

0 .8968 9. 28
ネネネ

0. 32
ネネ ネキネ ネネ4： 

0. 6801 0. 8609

243 加 エ 紙 m 造 業 0. 58
ネネネ

0. 9999 0. 9138 3. 38 0. 5294 0. 07 0 .9782 0 .6986 0；7984 1 .0369

24 パルプ，紙，
244 紙 製 品 製 造 業 0. 27 1 .o S s 0. 8691 3 .48 0 .5472 0 .08

ネネネ
0. 9595 0. 4969 0. 7139 0, 9 ^ 1

紙加工品製造 

業
245 紙 製 容 器 數 造 業 0. 38

ネネネ
0. 9150 4 .46

ネネネ
0. 06

ネネネ
0. 9966 0. 6456 0. ? S o 1 .o S I

249 その他のバルプ，纸，纸加工 
品製造菜

0. 50
ネネネ1

0. 9927 i 0,9248

!

2. 56 0 .6 o S 0.02
ネネ承

1 .1444 0 .9537
ネネ*

0 .97S

25 出版，印刷，
同関速産業

253 印 刷 業 （勝写印刷業を除く）
0 .42 0. 9631 0. 8910 3. 26

ネネ:
0‘ 39 0. 8538

ネ林
0. 6073 0. 7932 I . 0U 9

26 化 学 工 業 262 無 機 工 業 製 ■ 製 造 業
0. 58

ネネ:ic
0. 9362 0 .7848 0. 95

ネネネ 

0. 6806 0, 01 1 .2261 0. 9 ^ 5
ネ參ネ1 ネネネ 

' 1

i

27 石油製品，石
274 舗 装 材 料 製 造 業 0. 23

ネネネ
1 .0732 0. 9129 27.71 0. 2816 0. 20 0. 8272 0. 2279 0. 6426 0. 4724

炭敷品製造業 276 石 製 品 製 造 業 0. 95 0. 9 ^ 6 0 .8483 8 .43 0. 4454 0. 34 0. 8204 0 .9529 0. 8760
ネ 林

0. 7277

28 ゴム製品製造
282 ゴム製履物，同付腐品製造業 1.12 0 .9123 0 .9376 0 .10 0 .9795 0.02

林

0. 9005 1 .0281 1 .0983

業 283 W 生 ゴ ム 製 造 業 0.11 1.1425 0 .9766 1.16 0. Q139 0 .13 1 .0020
ネ ネ

0. 9998 0. 7696

Table 2—a, 2

度lil

n

£：



Table 2—a, 3̂

この g ro u pに屈する業ではすべて 原 材 料 投 入 两 数 労働投入困数
機械装置投入

原 料
一 * 業 
所-ちり

^ 働 付加価値
(15) _(NX) 39 

(NX) 30
面数 m 力 i l i 物 1ぬ 1|度 p !̂|' fH- 産性 生 産 性

がm4 = 1力’、Ht測された Mニ 0： L  ニ び l X め’ Ks ニ び k2X めヴ 動力!/ie
(百万r i ) (千円） (千n )

(16) X39 
X30

(1) , (2) ；{ 3 ) . (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (10 (12) (13) (14)
a  M グM 7  m がし がし a^K j9-K がM がK d.f. X X/L V/L

ネネネ * * * *
2 8 5 タ イ ヤ ？？ ' k 業 0. 38 1 .0196 0. 9471 2. 91 0. 5689 0 . 78 0. 7546 0. 7139 1 .5340 一 0. 6883 9 30 108 49 572.2

2 8 ゴム製品敷7i!i 134 2 1
料 承 ネネネ ネネ卞 ネネ* ネネネ ネネネm 2 8 6 エ紫川ゴムペルト， ゴムホ- 0. 82 0. 9172 0. 9314 0. 52 0 .7888 0 . 11 0. 9936 0. 7326 0. 8285 L 0985 222 131 150 63 719.3

ス，エ業川ゴム製品製造粟 211.5
ホネネ ネネ本

2 9 1 m ホ 業 0. 26 0. 9668 0. 9417 0. 36 0. 7527 0. 07 0- 9883 0. 8391 0. 8645 1.0610 84 73 265 67 314.8
223.9

ネネ; ネネ承 ネネネ ：!= ネネネ ネネホ

2 9 2 エ m i l l 製 品 數 造 業 0 . 49 0. 9892 0. 9646 0. 49 0. 7814 0. 0001 1 .7225 1 .4217 1 .0108 1 .8901 7 32 137 54 284.2
(手袋を除く） 148 0

ネネ: ネネホ ネネネ ネネ：jC ネネネ ネネホ

2 9 4 舉 製 履 物 製 業 0, 83 0 . 9551 0. 9432 0. 38 0, 8078 0 . 02 1 .0796 0. 6452 0. 9027 1 . 1714 129 56 138 47 533.9
2 9 皮本，同製品 481 7Wネ ネネ:5c ネネ承 ネネ本

製造業 295 製 手 袋 製 追 業 1.16 0. 9152 0. 9097 12. 64 0. 4010 0 . 17 0 . 7738 0. 4377 0. 3388 0. 9891 26 36 148 48 674.6
375.4

キキ承 ネネホ ホ ネネネ *
2 9 6 か ぱ ん . 敷 造 業 1,21 0. 9142 0. 8573 13. 35 0- 3837 0. 34 0. 6808 0. 3850 0. 3583 0. 5548 59 29 167 45 4 6 1 .1

292.6
ネネネ ネネネ ネネホ ネネネ ネネネ

2 9 7 袋 物 製 造 業 0. 50 1 .0038 0. 9559 1 2 .14 0, 4020 5. 55 0- 3289 0. 6192 0. 4708 0. 6074 54 33 190 54 739.6
322.3

ネネネ ネネみ * * * ネネホ ホホ承 ネネネ

3 0 1 ガ ラ ス 製 造 業 0. 50 0. 9190 0. 8590 1 .6 4 0. 6780 0. 004 1,2788 0. 8063 1 . 1124 1 . 1637 430 123 182 91 474.9

ネネ;}: ネネネ ネネネ ネネ;5： ネネネ ネネホ
486.6

3 0 4 陶磁器，同旧速製品敷造業 0. 08 1 . 1382 0. 9070 1 .3 0 0. 7227 0. 03 1 .1048 0. 6719 0. 9197 1.0214 742 24 72 37 344.4
315.9

ネネ承 ネキネ キネネ ネネネ ネネ：1： ネネホ

3 0 5 耐 火 物 製 m 0. 32 0. 9991 0. 9348 1 .5 4 0. 6880 0 . 10 1 .0329 0 .7813 0- 9055 1,0133 136 158 123 43 402.9
30 mm. 士石製 qvQ A

ネネネ ネネキ ネネ冬 ネネネ キネ4： ネネ:|c
品製造業 3 0 7 研 联 材 製 造 業 0. 24 1 .0586 0. 9276 1 .70 0. 6524 0. 01 1 .2228 0- 6388 1.2153 1 . 1818 96 102 164 74 572.7

442 .6
ネ:J: ネネネ ネネネ ネネネ ネネ4： ネネ;}:

3 0 8 コンクリート，石こう，石灰 0. 37 0. 9992 0, 9236 4. 30 0. 5547 0. 07 1.0179 0. 7798 0. 8969 1 .0399 1284 43 146 59 921 .8
1 製造粟 611.91 ネネ❖ ❖ネネ ネネ承 ネネポ ネネネ

3 0 9 その他の寒業，土石製品製造 0 .1 2 1 .0997 0. 8360 4. 66 0. 5361 0. 07 1 .0535 0. 9129 0. 9809 1.1178 454 43 121 54 600.6
I 業 431,3

ネネネ ネネネ ネネホ * 林 ホネホ ネネみ

3 1 鉄 細 業 3 1 6 锻 鎭 ， m 鋼 製 造 業 0. 36 1 .0104 0. 9360 0. 35 0 .7946 0 .06 1 .0874 0. 6785 1 . 1838 1 .0692 181 104 174 60 418.6
!1 223.7



付加価値 
生 産 性

(千円）

(15) (N X) 39 
(NX) 30

(16) X39 
X30

(14)
V/L

55 388.6
324.2

82 1343. 4 
160. 5

57 567.3
336.7

58 5 2 1 .5 
202.3

55 461.5
424.4

58 822.8
537.2

69 769.9
266.7

48 724. 2 
293.3

67 488.5
369.8

48 ?
7

56 198.7
338.7

74 5 5 1 .8 
426. 2

73 1313.7
501.5

57 3 4 3 .1 
329.7

69 6 6 7 .1 
423.0

Table 2—a, 4

この groupに腐する産業ではすべて 

が,i t測された

原 材 料 投 入 函 数

M ニ

労働投入函数

L 二びしX化

機 械 装 投 入  

函数

1(2 ニ び

原 料  

動力'找
m 力 物 1!1山鹿

(りび
(2) ( 3 ) ,  

7  m
(4)

び2し
(5)

がし

(6)
がK

(7)
がK

( 8 ) .  
がM

(9)
がM

00)
がK

01)
d.f.

317 鉄 鉄 錄 物 製 造 • 業 0. 92 0.8998 0. 9058 0. 94
ネ:(cネ

0. 03 1 .0968 1 .0296 1 .0 2 ^ 890

3 1 鉄 鍋 菜
319 そ の 他 の 鉄 鋼 業 0. 64

ネネ:
0. 7037 20. 97

ネ jJcsH
0. 98 0. e l S 0. 3864

ホネ；}：

0. 3870 0. 7927 109

3 2 菲鉄金屈製造
324 非 鉄 金 * 厲 錫 物 製 造 業 0, 87 0 .9334 0. 9286 0. 79 0 .7032 0. 03

ネネ木 ネネネ * ネポ ネネ;ic
252

業 329 そ の 他の非 鉄杂 腐製 遭業 0. 66 0,9709 0. 9574 3. 20 0. s S s 0. 04
ネネネ ネネみ

0 .6643 0. 7092 15

332 洋食器，刃物，手工具，一般 
金物製造業

0. 20
キネネ

0. 8859 2. 46
ネネネ

0. 27 0. 8495
ネ:■it

0. 6 ^ 1 0 .9S 5 536

333 暖房装置，配管工事用付属品 
製造業

0. 82 0. 9 ^ 8 0. 9053 1 . 6 6 0. 6282 0. 43
ネネネ

0. 5998
ネネ*

0. 6385
ネネネ

314

334 構 築 用 金 属 製 製 造 業 0. 48
ネネ：}：

0. 8956 1.61 0- 6 3 ^ 0. 22 0. 8624
ネキネ

0. 5823 0. 6787 0. 9897 831

3 3 金屈製品製造

m
335 金 厲 打 抜 ，被 徵 彫 刻 業  

(ほうろう鉄器を除く）
0 . 19 1.0766 0. 8991 1.37 0. 6618 0 .15 0 .9422

ネキ承 * * *  
0 .7934

料ホ
440

336 線 材 製 品 製 造 業  
(ねじ類を除く）

0. 58 0. 9 ^ 4 0. 9384 4. 26 0. 5243 0. 04 1 .0 ^ 8
ネネネ

0. s i l t
ネ林

131

337 ボルト， ナット， リペット，
小ねじ，木ねじ等製造業

0. 24
ネネ:H

0. 8964 1.76 0. 6308 0. 34 0. 8895 0. 6332 0 .7728 448

339 そ の 他の 金属 製品 製造 業 0 .14 1,0993 0 .8958 1.78 0. 6392 0. 04
ネネ;4： ネ❖ネ

0. 8921
ネネネ

315

341 ボ イ ラ ー ，原 動 機 製 追 業 0. 01 0. 9271 0. 8955 0. 92
ネネネ

0. 28 0. 9102
ネ4：ネ ネ:ネ ネネネ

183

3 4 機械製造業
344 金 厲 加 工 機 械 製 造 業 0.40 0 .9618 0. 8616 0. 64

ネネ承
0 .31

ネ林
0. 9336

ネネ参 ネネネ ネネネ
683

気機械器、 
Ui-を除く /

345 繊 維 機 械 製 造 業 0. 33 0, 9筋2 0. 8976 1.00 0. 7253 0. 22 0. 9082
ネネネ 

0. 6866
ネネネ

0 .7594 1 .0032 341

346 特 殊 産 業 ；A 機 械 製 造 業  
(金属加工機械を除く）

0. 59 0. 9 ^ 7 0. 8650 1.42 0. 6599 0 .44 0. 8307 0. 6812 0. 6796
キネネ

582

一事業 
所当り 
産りif5:
in■万円） 

2)
X

労 働  

どk産性 

(千円）

(13)
X/L

56

116

132

374

50

72

174

177

33

66

65

26

53

31

44

130

159

173

105

198

121

134

165

76

59

55

203

157

134

156



3 9 その他の鍵造

3 7 1 計量器，測定器，試験機械敷
造業

3 7 4 理 化 学 機 械 器 具 製 造 業  

3 7 5 光学機械-;?:そ具， レンズ製造業

3 9 1 貴金属製品製造業（宝石加工 
を含む）

3 9 3 がん具，スポーツ;]1具，体I f  
ilJ具製造業

3 9 4 ペン，ペンシル，その他の， 
務用，??1, 絵困用品製造業

3 9 5 装森具，装飾品，ボタン，関 
速品敷造菜（贵金属を除く）

こ の grou pに属する産業ではすべて 

/3'm=1が計測された

3 4 機 械 製遭 業

f電気機械器具、
Iを除く J

3 4 7 一 般 産 業 jl]機械装置製造業

348 務；]1, サービス川，家庭用

機械器具製造業

3 4 9 その他の機械，機械部分品製
m i

3 5 電気機械器具 

敷造業

3 6 繁 隱 械 器

3 5 3 電 製 造 業

3 5 7 電 気 計 測 器 製 造 業

3 5 9 その他の電気機械器具製造業

363 l i t リヤカ-，同部分品

Table 2—a, 5

原 材 料 投 入 函 数  

M = び’mXグM

労働投入两数
機械装置投入 

函数
K：2 = び k2X»か  2

I 原 料

id )
a  M 

0 .57 

0 .79 

0. 53

0. 94 

0 . 66 

0. 95

(2》 （3) 
/3'm

0. 83

0. 23 

0. 43

0. 56 0. 9334

ネネ*
0. 23 1 .0814

ネネネ

0. 9462

ネ5?Cネ

0- 9100

ホ

0. 9609

ネネ:J:

0. 9095

ネネネ

0. 9371

y ’M

0. 8897 

0. 8827 

0. 8848

(4)

0. 9045 

0. 8947

0. 9132 0. 9155

* * 出

0. 9309 i 0 .8824

出 * 々 I

1 .0409 i  0. 8980

ネネホ

0 .9647 0. 8312 

0. 8424

0.21 

0. 46 

0. 50

1 .0708 i 0 .9048

0. 9812 ； 0. 9074

0. 9709 0 .8530

a^L

1.05

1.05 

1.21

1.79 

0. 95 

1.34

0. 79

1.31 

1.04 

0. 95

9. 93 

3 .64 

1.44 

2. 25

(5) ；(6) 1(7)

ネネ*

0. 6957

* * 承

0 .7083

ネネネ

0. 6797

ネネネ

0 .6523

ネネネ

0. 7328

ネネ:ic

0. 6850

承

0. 7128

ネネネ

0. 6872

ネネ:

0. 6785

ネネネ

0. 7220

ネネ:i：

0. 4370

ネネ*

0. 5683

ネネ??《

0. 6678

ネネ承

0. 6055

び K

0 . 19 

0. 28 

0 .15

0. 08 

0. 08 

0. 04

0. 29

0 .15 

0. 60 

0 .78

0 .16 

0 .21 

0 .14 

0 .08

がK

I 動力 '

w

m 力 

(9)
がM I

E 物 

(10)

t^hli 度 

(II)
/3' k

0. 9203 0. 6326 0. 7363 1.0298

0.8443
ネネ*

0. 5606
ネネネ

1 .0865

0. 9519
ネネネ 

0. 6601
ネネネ

0. 8172
ネ 林

ネネネ

0. 9279

_______

0. 8225

_______
ネネみ

0 .8270

0. 8951 0. 6296 0. 7867 1 .2 ^ 5

キネ:f：
0. 8300

ホホネ 林 *

0. 8278 0. 4903
ネネ* ネネネ

：{:ネ:
_______

ネネネ

______ _

0. 6858 1 .0830

0. 6959 0. 2578 0. 5279 0. 8360

0 .7228
ネネ本

0. 6 ^ 7 1. 0300

0. 7767
ネ:}：ネ

■
0. 9 ^ 8

0.8169 0. 5153 0. 6448 0. 8379

0. 8816
* ネネ

0. 6853 0. 8907

ネネネ

0. 9533
ネネネ ネ 料

0 .8821

d. f. 

858 

434 

387

84

119

135

149

280

17

300

44

501

102

193

一事業 
所当り 
産出量

(百万円）

.労 働  

生産性 

(千円）

付加価値 

生 産 性  

(千円）

(NX) 39 
ゅ’ (NX) 30

fifi、 ^  39 
-又  3 { r

(13)
X/L

(14)
V/L

127 207 88 849.5
410.6

106 168 61 665.2
407.5

76 155 73 711.5
337.0

40 109 42 278.4
172.7

147 147 73 881.7
392.1

115 160 67 293.5
230.7

58 152 55 204.2
332.5

57

120 57 712.2
219.9

41 144 76 1428. 5 
611.4

72 130 49 645.8
322.3

1
72 204 67 683. 0 

321.2
25 99 37 477.5

350.1
60 139 67 321.4

301.0
34 125 46 415.8

286.3

定
紘
理
光
計 

機
..？..！

時

器
，赠
機
機
紘
業 

量
'ザ
，
療
学
機
造 

計
器
医
化
学
製
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Tabic 2—a, 6

この g ro u pに厲する渡-衆ではすべて

i

; 原 材 料 投 入 数 1 タパ動投入数
機械袋fS投入 

两数

1(2 ニ び  k2X/?k2ダMキ 1 が 1測された • M二 び / 1 L ニ び lX/?し

----------------------------- ------- ---------------------------------- --------
：0 )  7 ；(2) 1(3) r  ^

i /?'M j y  M
; i

(4) — (5-) (6) _ 一 (D.............
1 ぴ M
i

1 がし が K

i > 1 j * * * 1 ネネネ ネ承=5：
396 他に分海(されない可塑物製品

製巡業
! 0 .6 8
!1

0. 9564 I 0. 8719
I 1

I 2 .1 2 0. 6073 0. 07 1 .0274

3 9 その他の製造 1 j 料 ネ 1 1 キネネ 林 :5：

業
3981
399/ 他に分烦され な い數 造 業

0. 31
11

1 1.0395  1 0. 9311
1 !
1 i1 林 * j

1 0 .21 0. 5338

ネネネ

0 . 18 0. 8378

ネネネ

1 0 . 16 * 1 .0980  0. 8251
j  i

i 14 .34 0. 3916 0. 8942

原 料 i

動 :M
? l i 力

(8) ；(9) |(iO)
が  M i fihl I が K

0. 6971 i 0. 8979

料 ：}:

ホネネ

ネネネ
0. 7428

オ'林 ；

0. 613L I

ネ林
1.0521

ネ>fSネ
0. 7711

ネネネ
0. 8076

iめ1|度

(liy  — ’
d. f. 

1157 

312 

189

- m m
所当り 
座m M

(]^ !7 j H )|

(12) (13)
X

労 働  

化；性 

(-TIM)

忖加価値レ5) -
'k  m 性i マ  

(千円）p6) ^ ― -

69

18

X/L

166

102

(14)
V/L

51

40

1450. 0

318 .5
335 .6  
341 .4

i



I

こ の groupに属する産業ではすべて 

/3'*m = f 1 が計測された

1 8 食 料 IMI

2 0 繊 維 ェ 業  

(衣服，その他の 

繊維製品を除く）

2 1 衣服，その他 

の繊維翦品製 

追業

2 5 出版，印刷,

同旧速産業

2 6 化 学 ェ

(!)

1 8 1 肉 製 品 ，乳 製 品 製 ； 業 

1 8 4 調 1! ^ ミ 料 製 造 第  

1 8 8 飲 料 製 造 業

2 0 1 製 

2 0 3 織

糸

物

2 0 5 染 色 盤 现 m

2 1 2 下 着 製 造 粟  
(和式を除く）

2 1 9 そ の 他の 繊 維製品製造業

2 5 1 新 問

252 {11 版

2 5 9 印 刷 業 に 件 う サービス

2 7 石油製品， r i  
炭製品製造業

2 6 7 天然樹脂製， 木材化学製品 
製造業

2 6 8 医 薬 品 製 造 業  

2 6 9 そ の 他 の 化 学 ェ 業

2 7 2 潤 滑 油 ，グ リ一ス製造業  
(石油精製業によらないもの）

原 材 料 投 入 函 数

M = ぴ'm XがM

Table 2—b , 1

労 働 投 入 函 数 i 機械装【置役人 
I 函数

L =  m.X/?L I ニび

原 料

W rjm
m 力

(2)
ぴM

3. 39 

2. 39

/3’m

ネネ*  
0. 8222

0. 8234

；(3)

ネネネ

2. 02 I 0. 8024

2.12 

0 .14 

3. 79

0. 08 

0. 07

1.44 

2- 74 

0. 02

2.10 

1.89 

2. 54

ネネ*
0. 8929

ネネ本

1 .1379

ネネネ

0. 7389

ネネ承

1 .1943

ネネネ

1.2233

0. 7879

ネネji：
0. 7462

ネネ:5：
1 .2446

ネネネ

0. 8770

ホネ

0. 8352

• ネネ承

0. 8230

r ’M 

0. 8780 

0. 8933 

0. 8982

0. 9297 

0. 6499 

0. 8150

0. 9288 

0. 9024

0. 8977 

0. 7734 

0. 6814

阿
a^L 《5レ し 《6)

0. 8982 

0. 8899 

0. 8705

0. 099 1 .1819 0. 9669

2. 81 

1.76 

1.50

0. 82 

4 .96 

1.24

14. 85 

8. 27

2 .14 

1.21 

3.63

2. 82 

1.63 

2 .16

1 2 .16

：{7) | ( 8 ) 辆 ー '
i がM ! がM

m 物

(10)~ 
i9'K

ネネ:5=
0. 5611

ネネ承

ネネネ

0. 5842

ネネネ

0. 7138

ネネネ

0. 5160

ijcネネ

0. 6749

* ネネ

0.4141

ネネ*
0. 4520

* ネネ

0. 6658

ネネネ

0. 6480

ネネネ

0 .5694

0. 065 

1 .54 

0. 038

2. 001

(11)

0 . 198 

3. 296

ネネネ

0. 6423

0. 5934 I 0. 057

ネキホ
0. 3787 I 2 .186

ネネ:ネ\ ネ参;i：
0. 8692 I 0. 6944

j
0. 7047 1.0072

jネネネ ネネネ
0. 9584 1 0. 5957 1

ネホ:;：
1.05M

0. 9009 i
t

ネネネ
0.6557

ネネネ ネネ:{：

1

0. 9 5 5 6 、\
ネネ承 ネネ*

0. 9929 0. 8972

0. 6 ^ 2  ：0. 6499 0. s S o 0. 8571

ネ承ネt
1.0384 ：

ネネ承
0. 9553 0. 9933

0. s S o  !10. 5764 0. 4022
ネ 林

0. 7702

ネネネ\

!

ネ；!：ネ i ネネネ

0. 3493 ； 0. 5493
)
\

ネ料
0. 7886

0. 8 ^ 9  1
ネネポ

0. 7082
ネネネ

0. 8653
ネ；4cネ

ネ, ネネ
0. 4663 ; 0. 4029

ネネ承
0. 6248

•
0. 9206

• i
ネネネ i ネ參

1-0252 j 0.4687 i 0.8936
1 i

1 .0640

1.3627 : 0. 5174 0. 9297 1 .2010

ネネネi
1.0290 !

1

ネネネ
0. 8841

ネ

15?C 料  i
0, 9475 i

ネネネ ネネネ
0. 5825 i 0. 7299

0. 6221 0. 2811
■ ネネネ
! 0. 5521

，______ —

! 1.0260
；
t

d.f.

632

514

1485

241

90

216

15

35

29

350

38

一事業 
所当り 
産出量

(百万の）

労 働  

生産性 

(千円）

付加価値 

生 雍 性  

(千は）

(15) (NX) 39 

(NX) 30

(16) X 3 9  

X 3 0

%
(13)

X / L
(14)

V / L

157 277 64 664.7

400.6

53 207 74 240.7

283.9

63 244 94 251.9

257.2

111 176 34 151.5 

232. 2

28 112 32 172.2

134.6

53 138 55 333.8

311.0

30 106 31 539.0

311.3

! 28 128 37 715.0

268.0

250 207 130 261.2

230.0

1 281 477 203 342.1 

206.5

19

1

76 50 767.6

267.7

26

!

205 53 153.9

401.5

240 277 153 422.7

406.8

1 227

1
287 130 327.7

273.6

i 98 314 98 597.1 

357.0



Table 2 一 - b, 2

この groupに屈する産業ではすべて 

がM 1 が111測された

原 村 料 投 入 面 数

M ニ  び'

労働投入面数

L  ニびしXf化

機械!!置投入 

画数

1く2ニ びK2X他 2

原 料  

W fM

(8)

0. 5 ^ 4

電 力

(9厂 一 …-  
がM

ネネネ

m 物 

(10)'
/?'K

0. 9868

1*1 ih 度 

00
d.f.

92

5

8

一  3|f 業 
所当り 
産出量

(百万R )  

X  

150

45

32

労 働  

生産性 

(千円）

付加価値 
生 産 性

(千円）

(15) (NX) 39 
(NX) 30

(16) X39 
X30

2 8 ゴム翦品製造 
業

(2}
がM

( 3 ) ,
r  M

0 .8486

0. 8829 

0. 8412

(4)
がL 

1.84

5. 30 

0. 0048

(5)

ネネ:is 
0. 6286

(6)
a^K 

0. 076

56. 43 

6.50

(7)
(i\

0. 9894

0. 2612 

0. 3801

(13)
X / L

(14)
V/L

2 8 9 その他のゴム製品製造業 1.54

0.085

11.60

0. 8 6 ^

ネネ:f：

0. 6 ^ 1

208

347

159

73 502.2
323.2

2 9 皮キ；，同製品 

製迫業

2 9 3 股物；n本製材料，同付属製品
製造業

2 9 9 その他の皮 iY*：製 品 穀 造 業

0. 4855 

1.2000

0. 5773 

0. 9594

0. 6026 

1 .3499

2.1202 

0. 9379

67

52

237.4
145.6
286.6 
205.8

ネネ：jc ネネネ ❖ネネ キネ承 ネネネ ネネ水

3 0 3 建 設 用 粘 士  m 品 製 造 業 0. 0069 1 .3892 0 .8454 4.02 0. 5770 0 .13 0. 9791 0. 7256 0. 8521 1 .3122 213 6 48 27 191.7
30 m m ,  土石敷 (陶戲器製を除く） 294 0

ネネ:i： ネネネ ネ ネ:ネ ネネ承 ネネネ

品製造業 3 0 6 炭素 ， M 製 品 製 造 業 1.73 0. 8193 0. 8385 0. 72 0. 7387 0. 0041 1 .3568 1 .0609 1 .5018 1 .2698 49 195 168 67 540.8
339.6

ネネネ ネネポ ネ:J：ネ ネネネ * ネネ承

3 2 非鉄金属製造 3 2 2 非鉄金屈，同合金第二次製練 6 .14 0. 7618 0. 6363 3.48 0. 2635 1.326 0. 6140 0. 6180 0. 2423 0. 6077 55 123 457 72 555.0
業 精練業 257.0

ネネ承 ネネネ ネネ:i； ネネ; ネネネ ネ;f;：̂:
3 3 金属製品製 ; 3 3 1 プリキかん，その他のめっき 2 .12 0. 8466 0. 8856 2.10 0. 6033 0. 035 1 .0631 0. 9018 0. 8224 1 .1407 193 134 267 68 299.1

業 板製品製造業 304.0

ネネネ ネネ* ネネホ ネネホ キ:f：ネ ネネネ

3 4 2 農 業 用 機 械 製 造 業 1,63 0 .8579 0. 8798 1.00 0 .7043 0. 288 0. 8502 0. 5735 0. 7447 0. 9637 275 93 191 74 534.1
3 4 機 械 製 造 業 (農器具を除く） 519 1

f電気機械-器\ ネネキ ネネネ ネネネ ネネ ネネ;J： *ネネ

、具を除く ) 3 4 3 建設機械,鉱山機械製造業 1.15 0. 8579 0. 8789 1.54 0. 6558 0. 240 0. 9031 0. 5947 0 .7269 0. 9844 205 123 227 69 1430. 7
(建設用，農業用，運搬用ト 588 8

ラクタ一を含む） 1

ネネネ ネネネ ネネネ ネネネ ネ;̂ «ネ ネネ承

3 5 1 発電f f l , 送電用，配電用，産 1.65 0. 8555 0 .8789 0.69 0 .7476 0. 053 0 .9854 0. 6507 0. 8143 1,1193 972 73 185 72 782.1
業用電気機械器具製造業 283.0

ネキキ ネネ;t： ネ：}：ネ ネネネ ネネネ ネネ：i：
3 5 2 民生用電気機械器具製造業 3 .46 0. 7633 0. 8340 1 .17 0. 6955 0 . 120 0. 9376 0. 6438 0 .8209 1 .0370 313 312 260 110 1652. 4

35 Ht気機械器具 457.9
ネネネ かネ尔 ネネ冬 ネネネ ネネネ ネネ：}：

製造業 3 5 4 通信機械器具，同関速機械器 1 .64 0 .8360 0 .8443 1.58 0. 6844 0. 206 0 .8287 0. 5662 0. 6984 1.0129 1004 237 194 80 1230. 5
具製造業 401.1

ネネ* ネネ水 ネネネ ネネ* ネネネ ネネネ

3 5 6 電 子 応 用 装 置 製 造 業 9 .88 0. 6491 0. 7950 0, 43 0.7938 0. 036 1 .0014 0. 4218 0. 8532 1.0176 42 127 161 71 1027. 6
412.7

ネネネ ネネネ ネネネ ネネネ ネネネ ネ;
3 6 輪送用機械器 3 6 1 自 車 ，同 付 属 品 製 造 業 2. 70 0. 7900 0. 8209 0. 91 0. 7153 0.244 0. 9016 0. 7120 0. 8242 1 .0302 1252 282 334 104 958.4

具製造業 423.5

i d



Table 2—b, 3

こ の g ro u pに属する産業ではすべて 

/3^m4=1が計測された

原 材 料 投 入 面 数

M ニ tt'MX ゲ M

労働投入画数

L  ニ び

機械装置投入 

面数

K2 二 び  K2Xi^K2

!

原 料  

勤カ费
m 力 建 物 け1度

一事業 
所当り 
産出量

(百万円)

労 働  

生産性 

(千円）

付加価値 

生 産 性  

(千円）

L . (N 又)39 
 ̂  ̂ (N X ) 30 

X  39 
( 30

(2)
/3'm

{ 3 ) ,
r  M ( V

(5)
/3̂ l

(6)
がK

(7)
がK

(8)
がM

(9)
03m

00)
がK

(11)
d. f.

(12)
X

(13)
X/L

(14)
V/L I

362 鉄 遊 5ft糊，同部分品製造業 0. 82 0. 8925 0. 9282 0. 58
*林

0. 380
ネネホ ネネネ

0. 7341 0. 8318
ネネ;(C

58 247 187 73 452 .4

3 6 輪送;]]機械器
364 船 舶 製 造 修 理 業 2. 33 0. 7678 0. 8952 0‘ 72

ネネ；f：
O' 7606 0. 019

ネネホ
0. 6 ^ 0 0. 8813

ネネネ
28 318 221 66

2 6 7 .6  
366 .8  
377 8

具製造業 365 航 空 機 ，同 付 属 品 製 造 業 0. 80 0. 9122 0. 9496 0, 61
*ネネ

0. 0014
ネネホ ネネ:

1.0037 1 . 5338 7 1488 163 72 1807. 0

369 その他の輪送用機械器具製造 
業

1 . 18 0. 8 ^ 9 0. 8477 2. 79 0. 5759 0. 587
ネネ:

0. 4803
:{：ネ; ネネ承

93 353 197 67
5 2 7 .0
848 .1  
7 4 6 .5

3 7 計猎器，測定
372 測 iB;機 械 器 具 製 遊 紫 1113.4 0 . 1390 0 . 1355 0. 97 0. 8877 0. 012

ホネネ
0. 0965 0. 8572

ネネ承
19 54 117 59 1 49 .7  

137 1
器, 測量機械， 

医療機械，理
373 区療機械器具，同付属品製造

業
0. 050

；?：ネネ
0. 8936 1.91 0 . 6333 0. 286

ネネネ
0. 6803

ネネネ
71 27 115 58 504 .7  

345 6
化学機械，光 

学機械，時計
376 眼 鏡 製 造 菜 （わくを含む） 1.45 0. 8370 0. 7928 1 .7 8 0. 6527 0. 534

ネネネ
0. e S I

ネネネ
0. 7499 46 14 78 37 516.1  

375 5
製造粟 377 時 計 ，同 部 分 品 製 造 業 1 .85 0. 8096 0. 8409 0. 60 0. 7869 0. 200 0. 9085 0. 5 ^ 9

ネネみ ネ:i：ネ
115 195 141 56 8 1 3 .0

504.1

3 9 その他の製造 

業

392

397

m 器 音 盤 製 造 業  

漆 器 製 造 業

1 .42

1 .2 0

0. 8 ^ 6  

0. 8242

0. 9031 

0. 5507

1 .7 6  

15. 69

0. 6618 

0. 3978

0. 662 

157 .8

0. 6978 

- 0 . 1200

0, 6281 

0 . 5360

0. 8126 

0 . 4683

ネネネ

0. 9742 

0. 9751

109

24

106

11

124

68

53

29

1483. 7 
80 5 .4

21 3 .6
174 .7



230.2
388.7 
161.0 
213.4

226.8 
168.9

152.7
295.8
316.6
561.7

158.2
127.6
628.3 
389. 4
337.6
202.5 
343,0
313.5

646.8
407.2

327.1
382.6

201.9
153.4

付加価値 

化 遊 性  

(千 KI)

(巧
V/L

122 

214

44

103 

88

98 

138 

111 

110

264

120

233

Table 2—c,

. この g ro u pに屁する産業ではすべて 

/?'M 4 = 1 が;す|-測 さ れ た '
原 材 料 投 入 面 数

M ニ  X がM

労働役入函数

L  ニ

機械鼓色 1投入 

函数

K g ニ が  kX / ^ k2.

原 料  

動力費
n 力 m 物

ぐ - ' : : —
(2)

. 一 一  

r  M
(4 )' …

が し

'(5)
がし

(6)
a ^ K

I?)
がK

m
(3 h i

(9) (10)

185 m 穀， 製 粉 業 33. 66
ネネ承

0. 6541 6.81 0.4196 0. 387 0. 7787 0 .0471
★ホ:;：

0. 6476 0. s S ?

1 8 食 料 品
186 砂 糖 m 造 業 1939.14

ネネネ

0. 2309 0. 4050 2.87 0. 5296 0 .743 0. 8109
ネ：f：：ic

0. 8935
ホネネ

2 0 繊 維 エ 業 202 祐 績 業 ，ね ん 糸 製 造 業 12. 28 0. 6772 0. 7570 0. 26 0. 8343 0. 085 1 .0286 0. 8038 0. 9889
ネキネ

2 4 バルブ，紙， 241 バ ル プ 製 造 業 223. 90 0. 3590 0- 4970 0. 44
ネネネ

0. 0061 1 .3 0 S
ネネ：?： ネネネ

1 .3367

紙加::に品製造

業
242 紙 製 造 業 5. 94 0. 7367 0. 8696 0. 99 0. 6834 0.016 1 .2 2 6 2

ネ❖ホ

0. 9626 1 .o e S
ネホ承

261 化 学 肥 料 製 造 業 153. 96
ネネ;1=

0. 5534 0 . 17 0. 7985 0. 00008
ネネネ

1 .6230
：!«ネネ 林 !}:

263 有 機 工 業 製 品 敷 造 業 43. 88
*ネネ

0. 5538 0. 7231 0. 64 0. 7 ^ 2 0. 0075
ネネ承

1 .2677
ネネネ

1 .0148
ネネネ ネネネ

2 6 化 学 エ 業
264 化 学 繊 維 製 造 業 4836. 8 0 . 1528 0. 2243 0. 65 0. 7595 0. 083 1 .09B Q

ネ 林

0. 7607 1 .0527

26G
製 業

19. 01 0. 6376 0. 7847 0. 73 0. 6813 0. 0096
ネネネ

0 .8052 0 .9531 1 .0 9 ^

2 7 石油，石/ふ1翦 
品製造業

271 石 油 m 製 業
1311.7 0. 2279 0. 3773 5. 22

ネネネ

0, 015
ネ ネ

1 .0456 0. 9226 1 .2 o S

2 8 ゴム製品製造
業

281 タイヤ，チ ュ ー プ製造業
110. 55

ネホ: ■……’’ 

0. 6512 0.91
ネネネ

0. 041 1 .0986 0. 9231 0. 8870
ネネネ

3 0 襄業•土石製 
品製造業

302 セ メ ン ト 製 造 業
617. 45 0. 3421 0. 3734 13. 54

料 *
1.351 0. 9271

ネネ4： ネネ * ：$：:$：

(11)

d. f.

333 

58

78

354

39

328

巡

w

 

J

o

 

I
R
S

 
3

1

3

 

N
-
N 

又ilx

(15)

(16)

労 {勤  

生産性 

(千円）

(13)
X/L

88

82

24

42

66'

業
り
量
円 

4
当
出
万 

一
所
産
百

19

X

1261

(12)

74-

45

1710

67：

6310

6185

00：

3218



Table 2—c, 2

この g r o u pに屈する鹿業ではすべて 

^11==1が in•測された

原 材 料 投 人 旧 数 ダ-働投入旧数
機械装fS投入 

旧数

1(2 ニ び  k 2X /? k 2

原 料  

m 力m
m 力 物 m il度

ーポ業 
所当り 
産出量

(百万円）

労 働  

生産性 

(千円）

付加価値 
化 産 性

(千円）

《15) (NX) 39 
(NX) 30 

(16) 又 39 
X30

り)み
(2)

i3'M
( 3 ) ,

r  M
(4)

がし
(5)

がし
て 2k

(7)
/3-k

(8)
phi

(9)
がM

(10)
i?'K

(11)
d .f .

02)
X

(13)
X/L

(14)
V/L

311

312

高炉による製鉄，製鎭および 
JFじ延粟

炉 に よ ら な い 製 鉄 業

1.29 

84. 50

-0 .6 7 0 7

ネネ4：
0. 5103

- 0 .  5887 

0. 5028

0. 01 

0 .12

1 .0063 

0. 8672

0. 004 

0. 03

ネネネ 

ネネ❖

0. 4963 

0. 6797

0. 7809

ネネネ

ネネネ 

ネネネ

16

38

850

703

419

224

80

47

433.4
240.7
268.1

3 1 鉄 鋼 梁
313 m 鍋 お よ び 圧 延 栗 22279. 0 0. 0428 0. 0443 0. 04 0. 9362 0. 005

ネネネ ネネ❖
0. 7030

ネネ承
99 3461 379 79

309.7
369.1

314

315

製鋼を行わない鎭材製造紫 
(めっき鋼材を除く）

め っ き 銅 材 製 業

74.70 

458. 06

0. 5220 

0. 3465

0. 6405 

0 .4300

0. 81 

0.31

0. 6588 

0. 7523

0. 02 

0. 01

ネネ; 

ネネ永 ネネ❖

0. 9 ^ 0  

1 .2220

ネネネ 

ネネ承

501

18

425

523

458

528

81

112

177.6 
410 .1 
277.3
205.7

___________ 168. 5

321 非鉄金属第一次製練，精糖業 283- 50 0. 3 s S 0. 5059 3. 33 0. 5702 0.19
ネネ承

0. 9093
ネネ❖

0. 9518 52 3379 443 94 299. 5

3 2 非欽金F i製造
m

323

325

非鉄金属圧延，仲線，同☆を 
製造業

線，ケ ー プ ル 製 造 第

31.00

64.24

0. 6054 

0. 5307

0. 7237 

0. 7225

0. 29 

0. 47

ネネネ 

ネネネ

0. 01

0. 02

1 .1M6 

1 .0899

0. 8054

ネネネ

ネネネ

0. 8787

1 .o S o

ネネネ
1 .0934

198

177

444

641

395

383

76

88

256 .1 
478.5 
304.7 
359. 5
279 .1

3 5 電気機械器具 
製造業

355 電子管，半導体素子製造業 35. 30
ネ林

0. 5375 0, 6519 0 .18 0. 9 ^ 7 0. 01
ネネネ ネネネ

1,0035
ネネネ

29 1414 157 87 896.3
912.0


